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私 は 私 で ある 全て 、 何 人 に も 侵す こと の で き な い 領域 、 アダ 
マス で す 。 


は あぁ! も う 少 し 深呼吸 を させ て くだ さい 。 こ この 美しい 空気 
を 嗣 が せ て くだ さい 。 ふう 。 この 豊潤 さ 、 自然 、 コ ー ヒ ー、 ふ 
う 。 


私 の 生涯 に 、 マ ー ク ・ ト ウェ イン と し て の 生涯 が ある の は 知っ 
て いま すね 。 マー ク * ト ウェ イン は 実際 、 こ の 島 に 来 て いま し 
た 。 当時 、 こ の 島 は サン ドイ ッ チ 島 と 呼ば れ て いま し た 。 近 
頃 の この 島 で は 、 上 等 な サン ドイ ッ チ が な い の で 、 妙 に 聞こ 
える か も し れ ま せん が 、 サ ンド イッ チ 島 と 呼ば れ て いた の で 
す 。 彼 は この 場所 を 大 変 気に入っ て いま し た 。 そし て 実際 
ー こ れ は 本 当 の 話 な の で す が ー-- 彼 は そこ の 道 、 今 で は マ 
ー マ ラ ホ ア ・ ハ イ ウ ェ イ と 呼ば れる 、 ヴィ ラ ・ ア ミ ヨ ー の ある 目 
の 前 を 歩き まし た 。 当時 その 道 は 単純 に 、 コ ー ヒ ー・ ロ ー ド と 
呼ば れ て いま し た 一 コー ヒー の 道 で すね ー- この 道 が 、 コ 
ー ヒ ー の 収穫 か ら 乾 燥 まで を する 農家 、 そ の 従業 員 に よっ 
て 使わ れ て いた か ら で す 。 こ の 道 は ほとん ど コ ー ヒ ー の た 
め だ け に 使わ れ て いま し た 。 


彼 は まさ に この 場所 の 目 の 前 を 歩き まし た 。 そし て 今 、 私 た 
ち は 、 そ れ か ら 時 は 流れ まし た が 、 こ こ に 生み 出さ れ た も の 、 
その 美 し さ を 味わっ て いま す 。 美 し さ 。 これ は 、 私 た ち が 今 
日 話し て いく 内 容 に 関係 が あり ます 。 いずれ に せよ 、 こ の よ 
うな も の を 生み 出せ る の は 真 に 自立 し た 存在 だ け で す 。 そ 
の よう な (ルー ド ・ ア ウェ イク ニン グ ) 映 画 を 生み 出し た り 、 そ 
うい っ た も の を 生み 出せ る の は 、 真 に 独立 、 自立 し た 存在 の 
み で す 。 何人 に も 侵さ れ な い 、 確 固 た る 存在 に の み 、 こ の よ 
うな も の を 生み 出せ ます 。 


この 場所 の 美 し さ の 中 で 、 大 きく 深呼吸 を し まし ょ う 。 


Guests( ゲ スト ) 


先日 の 夜 、 カ ウル ダー と リン ダ が ラナ イ 一 ポー チ と も 呼ば 
れる よう な と ころ で すね ー で 腰 を 下ろ し て 、 表 の ワイ ン を 和楽 
し ん で いま し た -。 美しい 音楽 が 流れ て いて 、 ベ ル は 彼ら の 傍 
で 横 に な っ て いま し た 。 そ の ベル が ある 時 、 急 に 動き まし た 。 
彼女 は 眠っ て いま し た が 、 突然 目 を 覚ます や 、 頭 を 起こ し て 
キョ ロキ ョ ロ し まし た 。 リン ダ 、 ど ん な 感じ だ っ た か や っ て も ら 
える か な っ? 


リン ダ : い や よ 。 や ら な いわ ! (笑い が 起き る ) 


アダ マス : ベ ル は 横 に な っ て ぐっ すり と 眠っ て いま し た 一 私 
は 喜ん で や り ま す よ ー- それ が 突然 、 こ ん な ふう に 、 、 、( ア 
ダマ ス 、 頭 を 振っ て 、 驚い た よう に 何 か を 見 る ) 。 そ の 様子 に 
カウ ル ダ ー も リン ダ も 気が付き まし た 。 「 ど うし た ん だ ろう ? 
何 か の 発作 か な ? どこ か 悪い の か な ? 」 そ う 思 いま し た 。 
彼女 は 宙 を 見 て いて (演じ て いる ) 、 た だ た だ そこ を 見 つめ て 
いて 、 そ うか と 思う と 唐突 に また 別 の 方 へ 目 を 向け ます 。 


リン ダ : (拍手 し て いる ) 上手 ね 。 本 当 に 上 手 だ っ た わ 。 


アダ マス ・ 簡単 だ よ o 


リン ダ : だ と 思っ て た わ 。 


アダ マス : 簡単 だ よ 。 朝飯 前 だ ね 。 


リン ダ : 分 か りや すい 実演 だ っ た わ ね 。 感謝 する わ 。 


アダ マス : 彼ら は 何 が 起こ っ て る ん だ ろう か と 考え て いま し 
た 。 最初 、 彼 ら は 、 彼女 が 虫 か ハエ の 類 を 目 で 追っ て いる の 
だ と 思い まし た 。 し か し 、 彼女 の 目 の や り 方 、 視 点 は 、 至 る と 
ころ に 向かっ て いた の で 、 虫 で は な いこ と は すぐ に 理解 で き 
まし た 。 この こと に つい て 、 真 相 を お 話し し た いと 思い ます 。 
それ は 単に 、 複 数 の 存在 、 エ ン テ ィ テ ィ が 訪れ て いて 、 ベ ル 
に は それ を 感知 し 、 実際 に 見 る こと も で き て いた と いう こと で 
す 。 


その 夜 、 メ タ ト ロ ン が ここ に 来 て いま し た 。 クツ ミ 、 そし て 当然 
な が ら 私 も いま し た 。 ト バイ アス と 、 そ し て ヨシ ュ ア も いて 、 輪 
に な る よう な 形 で 集まっ て いま し た 。 私 た ち は 、 全て が 順調 
に 為 さ れ た こと も あっ て 、 こ こ に や っ て き て いた の で す 。 ま だ 
いく ら か 後片付け は 必要 で し た が 、 私 た ち は そ の 時 、 こ の 美 
し い 場 所 に 私 た ちの エネ ルギー を 持ち 込み に きた の で す 。 


ヨシ ュ ア は 、 普 段 は シャ ー ン ブラ の 集まり に 顔 を 出す こと は 
あり ませ ん が 、 こ れ ば か り は 彼 に と っ て も 重要 で し た 。 みな 
さん の 歴史 、 み な さん の 起源 、 ヨ ン ュ ア の 時 代 か ら 繋が る 、 
みな さん の 苦し み が 故 の こと で す 。 


この 新しい 時 代 「 苦 し み の な い 」 時 代 を 告知 する た め 、 ヨ シュ 
ア も 私 た ちと 一 緒 に 来 ま し た 。 今 、 私 た ちの エネ ルギー は ヴ 
ィ ラ ・ ア ミ ヨ ー と シャ ー ン ブラ ・ パ ビリ オン に 深く 注入 され て い 
ます 。 彼ら は この パビリオン を どう 呼ぶ か 考え て いま し た 。 
カウ ル ダ ー は それ を 一 私 は 、 そ れ は それ で 良い と 思い まし 
た 。 お 世辞 で も 嬉し か っ た で す 一 それ を アダ マス ・ パ ビリ オ 
ン に し よう と 言い まし た 。 が 、 私 は ノー と 返し まし た 。 何故 な 
ら 、 こ れ は 私 に つい て の 場所 で は な いか ら で す 。 これ は 、 み 
な さん の 1 人 1 人 、 こ れ を 観る た め に 今 こ の チャ ン ネ ル に 合 
わせ て いる 1 人 1 人 、 全 員 の 場所 だ か ら で す 。 シャ ー ン ブラ 
の 場所 で すね 。 何かしら の 存在 の 場所 で は あり ませ ん 。 絶 
対 に 、 特 定 の 存在 を 賛美 する よう な 場所 で ある べき で は あり 
ませ ん 。 も ちろ ん 私 は 喜び まし た が 、 こ れ は シャ ー ン ブラ ・ 
パピ ビリ オン で す 。 


ここ か ら 先 に 進む 前 に 、 後 方 に カメ ラ を 向け て くだ さい 。 様々 
な キャ ラク ター た ちがい ます ね (いく ら か 笑い ) 。 キャ ラク ター 
の みな さん 、 立 っ つて も ら え る か な (ルー ド ・ ア ウェ イク ニン グ 
の 制作 チー ム の 面々 が 、 工 夫 を 凝ら し た 格好 を し て いる ) 。 
私 は 、 そ うい う 3 機会 に 、 そ うい う コ スチ ュー ム で 参加 し て も ら 
う の が 大 好き だ よ 。 何 か コ メン ト は ある か な ? 何 か テ ー マ 
が ある の か な ? マイ ク が あっ た 方 が いい か も し れ な いね 。 
リ ンダ : 了解 。 

アダ マス : あ る い は 、 た だ な ん と な く か な 。 

ジョ ナ サ ン : な ん と な く で す 。 


ジョ ー ジ : いろ ん な も の か ら 組 み 合 わせ た ん だ 。 そう だ よ 
ね ? 


ジョ ナ サ ン : 自伝 的 な も の に し た 、 よ ね る ? 


ショージ: そう だ ね 。 


サン ドラ : え っ と 、 あ な た は 常々 、 私 た ち に 対し て 着 飾 る よう 
に と 言っ て いま し た 。 


アダ マス : そ の と お り 。 全て は 演技 だ か ら ね 。 そい う も の だ 
よ 。 


サン ドラ : だ か ら こ ん な 格好 を し た の は あな た の せい で す 。 
それ が 1 つつ 目 。 


アダ マス : な る ほど 。 


サン ドラ : そ し て 2 つ 目 。 私 た ち は ど ん な 格好 を すれ ば 面白 
い だ ろ うか と 感じ て みて 、 そ れ で 、 様 々 な 性 格 の 一 (彼女 、 
笑う ) 一 原型 を 表す コス チュ ー ム を 選び まし た 。 面白 いこ と 
に 、 こ こし ば らく で 変容 を 果たし た 全て の アス ペク ト が 上 手 く 
マッ チ し て まず まさ < 


アダ マス : 間 違い な いね 。 


サン ドラ : 、 、 、 ある い は も う 手 放さ れ た 者 た ち 、 ど う 呼 ぶ か 
は 自由 だ と 思い ます が 。 本 当 に 興味 深い こと で す 。 


アダ マス : だ ね 。 それ に この 暑 さ の 中 で 、 と て も 快適 そう に 見 
える よ ( ア ダマ ス 、 笑 う ) 。 


サン ドラ : そう で す ! そう な ん で す ! (彼女 、 笑 う ) 


アダ マス : 素 晴らし い 。 着飾っ て くれ て あり が と う 。 本 当 に 素 
請 ら し いで す 。 そ れ に 一 分 か り ま すね 、 人 生 と は た だ の 大 
き な 一 幕 で す 。 全て に 関し て そう 深刻 に な る の は や め ま し ょ 
う 。 楽し み ま し ょ う 。 様々 な 役柄 を 楽し む ひので す 。 みな さん は 、 
古い 人 間 の や っ て きた こと 、 演 技 も また 単なる 一 幕 で あっ た 
と 見 始め ます 。 全く も っ て 深刻 に 捉え る 必要 な ど な い も の だ 

と 。 


Today's Question( 本 日 の 質問 ) 


で は 、 こ こ か ら 先 へ 進 前 に 、 簡 単に 一 リン ダ 、 マ イク を よろ 
し く 一 この シャ ー ン ブラ ・ パ ビリ オン に 来 て 最初 に 何 を 感じ 
た か ? に つい て 質問 し た いと 思い ます 。 こ こ を 訪れ て 最初 
に 感じ た こと 、 感知 し た こと は 何で し ょ うか ? 


シャ ー ン ブラ 1( 女 性 ) : 喜び 。 
アダ マス : も う 1 度 言っ て も ら え る か な 。 


シャ ー ン ブラ 1 : 喜び で す 。 

アダ マス : 喜び と 。 

リン ダ : も う 少 し マイ ク を 口 に 近づけ て 。 

アダ マス : 素 晴らし い 。 そ うだ ね 。 喜び だ ね 。 そし て 、 い や 一 
お っ と 、 ま だ 話 は 終わ っ て な いよ (いく ら か 笑い ) 。 喜び だ ね 。 
た っ た 一 言 で 答え が 終わ る わけ が な いよ ね 。 さあ 、 彼 女 に 
マイ ク を 戻し て 。 う ん 。 

リン ダ : 彼女 に ? 

アダ マス : そ うだ よ 、 そ う 。 う ん 。 喜び だ ね 。 で 、 君 は ぴこ か ら 
来 た の か な ? 

シャ ー ン ブラ 1 : ド イツ で す 。 

アダ マス : ド イツ か 。 な る ほど 。 ド イツ を 発つ 時 は どん な 感じ 
だ っ た か な ? (彼女 、 止 まる 。 リン ダ 、 ク スク ス 笑 う ) 。 寒かっ 
た か い ? どん より 雲 だ つっ たかい? 

シャ ー ン ブラ 1 :20 度 で し た 。 

アダ マス : 悪 く な いね 。 う ん 。 そう だ ね 。 

シャ ー ン ブラ 1 : え え 。 は い 。 こ の 時 期 に し て は 、、、 

アダ マス : こ の 時 期 に し て は 暖か いね 。 う ん 。 

シャ ー ン ブラ 1 : え え 。 

アダ マス : う ん 。 で 、 今朝 ここ に 着い た の が 、 初めて の ヴィ 
ラ ・ ア ミ ヨ ー だ っ た の か な ? 

シャ ー ン ブラ 1 : は い 。 

アダ マス : だ ね 。 そ し て 、。。 

シャ ー ン ブラ 1 : 初 め て の 遠出 で 、 、、 

アダ マス : 初 め て の 遠出 だ っ た と 。 

シャ ー ン ブラ 1 : 、 、、 遠 出 の 旅 で す 。 

アダ マス : 地 球 の 反対 側 ま で の ね 。 う ん 。 

シャ ー ン ブラ 1 : は い 、 、 、 

アダ マス : どん な 感じ が する っ? 

シャ ー ン ブラ 1 : 、 、 、 ここ に 来る と いう こと が 。 

アダ マス : そ う 。 身体 は 何 を どん な ふう に 感じ て る か な ? 
シャ ー ン ブラ 1 : と て も 素晴らし いで す 。 

アダ マス : う ん 。 そう 、 そう だ ね 。 君 は いつ 着い た の か な ? 
シャ ー ン ブラ 1 : 月 曜 で す 。 

アダ マス : 月 曜 か 。 な ら 、 旅 の 疲れ を 取る 時 間 は そん な に な 
か っ た わけ だ 。 

シャ ー ン ブラ 1 : デ ン バ ー に も 行き まし た 。 

アダ マス : わ あ ! 

シャ ー ン ブラ 1 : 雪 で し た ! (彼女 、 笑 う ) 。 

アダ マス : 雪 の デン バー、 そ うだ ね 。 雪 の デン バー に は そう 
大 し た 喜び は 無い よね 。 う ん 。 そう だ よ 。 

シャ ー ン ブラ 1 : は い 。 

アダ マス : い いね 。 で 、 君 は 今日 ここ に 来 て 、 喜 び を 感じ た 。 


他 は ? 他 は な い の か い ? 

シャ ー ン ブラ 1 : 自由 で す 。 

アダ マス : 自由 か 。 な る ほど 。 それ は 採用 し よう か な 。 素 晴 ら 
し い 。 あり が と う 。 ここ に 来 て くれ て 嬉し いよ 。 

シャ ー ン ブラ 1 : あ り が と う ご ざ いま す 。 

アダ マス : そ うだ ね 。 フ ライ ト は 長 っ た よね 。 で も 、 帰国 する 
際 は も っ と 、 本 当 に 長い よね (いく ら か 笑い )。 

シャ ー ン ブラ 1:: 日曜 は ワシ ント ン に いま し た 。 

アダ マス : ワシ ント ン か 。 う ん 。 

シャ ー ン ブラ 1 : ホ ワイ ト ハ ウス と 首都 を 観光 し に 。 

アダ マス : あ ーー、 て っ きり 素敵 な 方 の ワシ ント ン か と 思っ た よ 
(アダ マス 、 笑 う )。 

シャ ー ン ブラ 1 : ミ スタ ーT も いま し た よ ! (彼女 、 笑 う ) 
アダ マス : ホ ワイ ト ハ ウス で 喜び は 感じ た か い ? (彼女 、 た 
め 息 ) そ ん な に 、 だ よね 。 

シャ ー ン ブラ 1 : 雨 が 降っ て いま し た 。 


アダ マス : だ ろう ね (彼女 、 笑 う ) 。 う ん 。 ある 意味 、 エ ネル ギ 
ー が 全く 違う か ら ね 。 か つて 私 は 、 ワシ ント ン DC に は よく 行 
っ て た ん だ けど 、 今 で は 、 全力 で 避け て る よ 。 だ よね 。 素 晴 
らし いね 。 あり が と う 。 さ あ 、 ま だ 何人 か や り ま し ょ う 。 は い 、 
君 は 今日 ここ に 来 て 、 何 を 感じ た ? 


シャ ー ン ブラ 2( 女 性 ) : ワク ワク し た し 、 素晴らし い シ ャ ー ン 
ブラ の みん な に また 会 えて 嬉し か っ た で す 。 初め て 会 っ た 人 
も そう で す 。 ここ が 大 好き で す 。 

アダ マス : 他 に ある か な ? な ん と いう か 、 エ ネル ギー 全般 
| つい で? 

シャ ー ン ブラ 2: 今 は 穏やか に な っ て いま す 。 ここ 数 週 は ず 
っ と そう で す -。 

アダ マス : な る ほど 。 穏やか だ と 。 

シャ ー ン ブラ 2 : は い 

アダ マス : い いね 。 素晴らし い 。 素晴らし いよ 。 さ あ 、 ま だ や 
り ま し ょ う 。 今日 、 こ の シャ ー ン ブラ ・ パ ビリ オン で 初め て と な 
る シャ ウド に 参加 する た めこ こ に 来 て 、 感 じ た こ と は 何 か 


な る? 


シャ ー ン ブラ 3( 女 性 ) : 家 に 帰っ て きた よう な 感じ で す 。 

アダ マス : 家 に 帰っ て きた よう な 感じ 。 な る ほど 。 
シャ ー ン ブラ 3 : ま る で 天国 の よう で 、 可能 な ら 、 ずっ と ここ に 
いた いで す 。 

アダ マス : ワオ 。 


リン ダ : 私 も そう ! 

アダ マス : 当然 だ よね ? 

リン ダ : 私 も そう よ ! (いく ら か 笑い ) 

シャ ー ン ブラ 3 : 全員 で す ! みん な そう で す ! 

アダ マス : な ら 、 何故 そ うす る こと が 出来 な いん だ い ? 
シャ ー ン ブラ 3: 子 供 が 2 人 いま す 。 

アダ マス : で ? 

シャ ー ン ブラ 3 : 馬 も いま す 。 

アダ マス : 馬 を 飼っ て る ん だ ね 。 

シャ ー ン ブラ 3 : だ か ら 無 理 な ん で す ( 彼 女 、 く すく す 笑 う ) 
アダ マス : 大きな 飛 行 機 に 彼ら を 乗せ て 、 連 れ て 来 ら れる よ 。 
ハワイ に も 馬 は いる か ら ね 。 そう だ よ 。 う ん 。 

シャ ー ン ブラ 3 : 理由 は それ だ け で す 。 

アダ マス : 理由 は それ だ け と 。 な る ほど 。 で あれ ば 馬 が 天寿 
を 全う すれ ば 、 君 は 来 られ る と 言っ て る ん だ ね ? 
シャ ー ン ブラ 3 : ええ 、 は い 。 

アダ マス : な る ほど 。 理解 で きる よ 。 

シャ ー ン ブラ 3 : そ うな れ ば ここ に 来 ま す 。 

アダ マス : だ ね 。 そう だ ね 。 私 は 人 々 が ペッ ト を 愛し て いる 様 
が 大 好き な ん だ 。 う ん 。 ち な み に 馬 の 名 前 は 何 か な ? 
シャ ー ン ブラ 3 : 牝馬 が ノブ レス で 、 去勢 馬 が レオ で す 。 

アダ マス : わ あ 、 な る ほど 。 いい ね 。 

シャ ー ン ブラ 3 : 彼 は 彼 で 必要 で す 。 分 か り ま すか 、 馬 は 1 頭 
で は いら れ ま せん 。 

アダ マス : そ うだ ね 。 

シャ ー ン ブラ 3 : 常に 別 の 馬 が 必要 で す 。 

アダ マス : 真実 だ ね 。 

シャ ー ン ブラ 3 : そ れ は 、、、 

アダ マス : 馬 も 人 間 も あ る 意味 で 同じ だ ね 。 

シャ ー ン ブラ 3 : か と 言っ て 、 こ れ 以 上 増やそ うと は 思い ませ 
ん 。 何故 な ら 一 世話 は 世話 で 重労働 で す 。 

アダ マス : そ うだ ね 。 う ん 。 私 も 馬 は 好き だ よ 。 私 も た くさ ん 所 
有 し て いた よ 。 

シャ ー ン ブラ 3 : 牝 馬 の 方 は 、 私 に と っ て の 宝物 で す 。 分 か り 
ます か 、 彼 女 に 何 か あ れ ば 駆け つけ る た め 、 す ぐ 連 絡 する 
よう デン マー ク に 言い 残し て きま し た 。 

アダ マス : な る ほど 。 

シャ ー ン ブラ 3 : た だ 、 そ れ が 今 、、、 

アダ マス : 今 、 彼 女 は と て も 良く な っ て る ね 。 

シャ ー ン ブラ 3 : はい ! 彼女 は 大 丈夫 で す ( 彼 女 、 笑 う ) 。 
アダ マス : い いね 。 素晴らし い 。 

シャ ー ン ブラ 3 : あ り が と う ご ざ いま す 。 

アダ マス : い いね 。 君 は 自分 が ここ に いる こと が 出来 な いこ 


と に 関し て 明快 だ ね 。 

シャ ー ン ブラ 3 : そ れ だ け で す 。 彼ら を 売る こと は 出来 ませ ん 
で し た 。 出来 ます ん で し た 。 その 馬 と 離婚 する こと は 無理 で 
じ た 。 

アダ マス : だ ね 。 そう だ ね 。 いや 、 い いん だ よ 。 私 は 理解 し て 
いる よ 。 

シャ ー ン ブラ 3 .:15 年 一 緒 に いて 、 寄り 添っ て いて 、 それ だ け 
は 出来 ませ ん で し た 。 

アダ マス : そ うだ ね 。 素晴らし いよ 。 

シャ ー ン ブラ 3 : あ り が と う ご ざ いま す 。 

アダ マス : いろいろ と 共有 し て くれ て あり が と う 。 

リン ダ : あ り が とう 。 


アダ マス : も う 1 人 や り ま し ょ う 。 今日 ここ に 来 て 、 何 を 感じ 
た ? 感じ た の は 何 か な ? 


シャ ー ン ブラ 4( 女 性 ) : 興 奮 で す 。 

アダ マス : 興 奮 だ と 。 

シャ ー ン ブラ 4 : わ くわ くし まし た 。 

アダ マス : わ くわ くし た 。 

シャ ー ン ブラ 4 : フォ ー カ ス さ れ 、 構造 化 さ れ た エネ ルギー で 
す 。 

アダ マス : う ん 。 何 を 言い た いん だ い ? フォ ー カ ス さ れ 、 構 
造 化 され た エネ ルギー と いう 言葉 で 。 

シャ ー ン ブラ 4 : 私 は 何 も 。 それ は 、 、、 私 は た だ 、、、 

アダ マス : ト イレ 送り に は し な いよ 。 ここ か ら す っ ご く 遠 いか ら 
ね ! 

シャ ー ン ブラ 4 : 喋り 続け る こと に し ます ! と に か < く 喋っ て み 
ます 。 

アダ マス : そう 。 そう 。 そう だ よ ! 

シャ ー ン ブラ 4 : フ ォ ー カ ス さ れ た 構造 一 私 が 去年 ここ に 来 
た 時 、 エ ネル ギー は 何と 言う か 、 波 の よう で 、 そ れ が 今 は 
ーシュ ッ ワ ワ ワ ー ! と 。 

アダ マス オー ブン で 、 一 体 化 じ て いる 。 う ん 。 そ うだ ね 。 
シャ ー ン ブラ 4 : 一 体 化し て いま す 。 あり が と う ご ざ いま す 。 
アダ マス : う ん 。 す ご いね 。 素晴らし いよ 。 グレ ー ト だ よ 。 あり 
が と う 。 

シャ ー ン ブラ 4 : は い 。 


Adamus's Answer( ア ダマ ス の 答え ) 


アダ マス : 先 日 の 夜 、 私 た ち 、 私 を 含む ここ 訪れ た 存在 が 感 
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じ た の は 一 それ を 表現 する の に 言い 様 は いく ら か あり ます 
が 花開い て いる 、 と いう こと で す 。 開き 、 咲 いて いる 、 と 
いう こと で す 。 私 は 即座 に 、 何 か が 開い て いる と 感じ まし た 。 
私 は ここ の 物理 的 な 構造 の こと だ け を 言っ て いる の で は あ 

り ま せん 。 シャーン ブラ の 何 か が 開い て いる 、 と いう こと で す 。 
シャ ー ン ブラ で す 。 開花 し て いま す 。 


分 か り ま すか 、 遠 い 遠 い 過去 に 、 神 性 と 人 間 と が 1 つ に な る 
こと を 目的 に 、 種 が 植え られ まし た 。 特に 2.000 年 と 少し 前 の 
こと で す 。 繰り 返し に な り ま す が 、 そ れ が その 夜 、 ヨ シュ ア が 
私 た ちと と も に いた 、 も う 1 つ の 理由 で す 。 種 が 発芽 し 、 準 備 
が 出来 る まで に 随分 と 長い 時 間 が か か り ま し た 。 多く の 多く 
の 準備 で す 。 多く の 多く の 苦労 、 困難 が あり まし た 。 今 そ れ 
が 花開い て いま す 。 開か れ て いる の で す 。 


2020 年 は 全員 に と っ て 、 み な さん 全員 に と っ て 、 非 常に 大 き 
な 年 に な り ま す 。 シャ ー ン ブラ の 大 部 分 に と っ て 、2020 年 は 、 
起こ る 変化 、 最 終 的 な クリ アリ ング が 為 さ れる こと 、 数 々 の 
認識 に 至る と いう 意味 で 、 そ れ ぞ れ の 人 生 で 最も 重要 な 年 
に な る と 言え る で し ょ う 。 それ は 2020 年 だ か ら 起 こる と いう 
の で は あり ませ ん 。 数字 自体 興味 深く は あり ます が 、 そ こ が 、 
ある 種 の 着地 点 で あっ た と いう だ け の 話 で す 。 分 か り ま すか 、 
私 た ち は ス ケ ジ ュ ー ル どおり に 進ん で いま す 。 2020 年 が そ 
の 着地 点 と な る で し ょ う 。 


多く の みな さん が 、 第 二 次 世界 大 戦 の 後に や っ て きま し た 
一 全員 で は あり ませ ん が 、 多 く の 人 が そう で すね ー- この テ 
クノ ロジ ー の 時 代 に や っ て くる こと が 分 か っ た 上 で ここ に 来 
まし た 。 そし て 2020 年 が 非常 に 大 き な タ ー ニ ング ボイン ト に 
な っ た わけ で す 。 それ を 起こ す た め に 何 か を する 必要 は あ 
り ま せん 一 分 か り ま すか 、2020 年 に 何 が 起こ る に し た っ て 、 
自ら そう し よう と する 必要 は あり ませ ん 一 そう で は な く 、 自 
身 に それ を 経験 させ て や っ て くだ さい 。 そ の た め に 頑張 る 必 
要 は あり ませ ん 。 あな た は 何 も す る 必要 は な く 一 その た め 
の 歌 を 作り た いな ら 作 れ ま す よ ー あな た は その た め に 頑 
張っ た り 、 努力 する 必要 は あり ませ ん 。 それは た だ 起こ り ま 


の 本 当 の 全 自 分 が 開花 し ます 。 あな た の 自由 が 開花 し ます 
ーー それ こそ が 究極 的 に は それ が 意味 する も の な の で す が 、 
自由 で す 。 


この 場所 、 パ ビリ オン は また 、 こ う 言 っ て いい と 思う の で す が 、 
多く の シャ ー ン ブラ が 認識 に 至る こと に 関し て の 、 中心 点 、 


焦点 、 エ ネル ギー の 接点 と 言え る で し ょ う 。 あな た は ここ に 
いる 必要 は あり ませ ん 。 いる こと は 可能 で す 、 も ちろ ん 。 ここ 
は 美しく 、 喜び に 浴 れ た 場所 で す 。 し か し あな た は 必ず し も 
ここ に いる 必要 は あり ませ ん 。 全員 に で きる の は 、 こ こ 、 文 
字 通 りこ この エネ ルギー に 触れ る 、 入り 込む こと だ け で す 
一 今日 ここ に いる みな さん が 座っ て いる まさ に この フロ ア で 
す 一 ここ に 関わ る 全て は ある 種 の 焦点 に な り ま す 。 認識 に 
至る こと 、 そ の 発生 の ゼロ 地点 と 呼ぶ 人 が いる か も し えれ ま 
せん 。 


それ は 起こ り ま す 。 それ で こそ 楽し く 、 ま た 素敵 な こと で す よ 
ね 。 こ こ は そ こ に 踏み 込む 、 そ こ に チュ ー ン する た め の 一 種 
の 焦点 と な り ま す 。 繰り 返し に な り ま す が 、 あ な た が ここ へ 
来 た か どう か は 問題 で は あり ませ ん 。 た だ 、 こ こ が 、 あ な た 
が ここ に いよ うと 、 い まい と も 、 全て の 自立 し 、 何 人 に も 侵さ 
れ 得 な い 存在 、 そ の エネ ルギー が 集まり 、 奇 跡 が 起こ る 場 
所 で ある と いう こと で す 。 


私 た ちの ここ で の 初め て の イベ ント に 参加 し た みな さん 一 
みな さん に は ここ に 初め て 立っ た も の と し て の 名 誉 、 栄 誉 が 
あり ます 一 大 きく 深呼吸 を し て 、 こ こ に いる 自分 自身 を 称え 
て くだ さい 。 これ を 観 て いる みな さん 、 あ な た の エネ ルギー 
を ここ に 持ち 込ん で くだ さい 。 加え て くだ さい 。 開花 の 年 に な 
り ま す よ 。 古い た くさ ん の も の 、 ず っ と 背負 っ て きた 古い 事柄 
が リア ル に 過去 の も の と な り ま す よ 一 ええ 、 古 い 幽霊 が 消 
えま すね 。 


驚く べき こと 、 え え 、 驚く べき こと 、 そ れ は 、 私 た ち が こ こ に い 
る と いう こと で す 。 あな た は ここ に いる の で す 。 多く の 人 た ち 
が ここ へ 来る まで に 脱落 し た り 、 移 行 し まし た 。 し か し あな た 
ば ミ こ に いま す 3% 


Status Report( 状 況 レポ ー ト ) 


私 た ち が ど こ に いる の か 、 状 況 を 簡単 に お 伝え し た いと 思い 
ます 。 


私 た ち は こ の 10 年 間 、 本 当 に 多く の こと を 通り 抜け て きま し 
た 。 あな た が 得 て 、 理解 し 、 体 現し 始め て いる こと で 最も 重 
要 な こと の 1 つ に 、 認 識 へ の 至り は た だ 起こ る 、 と いう も の 
が あり ます 。 こ れ は キー と な る ポイ ント で す 。 私 は これ を 繰り 
返し ます 一 認識 に 至る こと は た だ 起こ る 。 私 は その 日 を 知 
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っ つて いる わけ で 、 だ か ら こ そ 、 そ の こと を 心配 する こと も 、 そ 
の こと の た め に 頑張 る 必要 も な いわ け で す 。 あな た は 自分 
が 何 か 間 違っ て いる と か 、 私 が 話し て いる の は 別 の 誰か の 
こと だ 、 そ う 考 えま す が 、 私 は みな さん 全員 の こと を 言っ て 
いま す 。 認識 に は 勝手 に 至り ます 。 それ が 来年 な の か 再来 
年 な の か 、 そ れ は どう で も いい こと で す 。 何故 な ら 、 た っ た 今 
と いう の は 、 古 いも の ご と 、 人 
の を 和 剥ぎ 落し 、 そ し て 驚く べき 新しい 理解 に 向かう こと へ 、 通 

り 抜け て いる と いう 経験 だ か ら で す 。 


認識 に 至る と いう こと は 、 多く の 人 が 考え る よう な も の で は 
な い 、 そ う 言 いま し た ね 。 それは 、 あ な た が 、 突 然 に 水 の 上 
を 歩け る よう に な る と いう こと で は り ま せん 。 ヨ シュ ア は そん 
な こと 一 度 も し た こと が な い 、 そう 私 に 言っ て いま す 。 あれ は 
本 当 に 浅い 場所 だ っ た ん だ と (笑い が 起き る ) 。 日 々 と が た 
だ 一 全員 が 、 彼 が 水 の 上 を 歩い て いる と 思っ た だ け だ で 、 
彼 が 歩い て いた 場所 は 本 当 に と て も 浅い 、 浅 い 、 場 所 だ っ た 
の だ と (さら に 笑い ) 。 聖書 の 中 の 逸話 に し て 、 人 々 を 魅了 す 
る た め 、 そ うい うこ と に され た の で すね 。 


認識 に 至る と いう の は 、 そ うい うこ と で は あり ませ ん 。 何 か そ 
れ に つい て 言え る な ら 、 自己 の 内 面 に 平安 が 訪れ る と いう こ 
と で し ょ うか ね 。 戦い が な く 、 罪 も 恥 の 意識 も 、 課 題 も 問題 も 
な い 、 平 安 が 訪れ て 、 つ い に 自 分 自身 を 楽し むこ と が 出来 る 
よう に な る 一 人 間 と し て の 自己 、 神 性 と し て の 自己 、! Am と 
し て 、 マ スタ ー と し て 一 全て 一 緒 に そう 出来 る こと で す 。 単 
に 、 自己 の 内 面 に 葛藤 、 戦 い が 無い と いう こと で す 。 


それ は 一 種 の 魔法 で す 。 何故 な ら 、 そ れ が 起こ る と 、 あ な た 
の 送る 日 々 に は 摩擦 も 緊張 も 罪 も 恥 も 何 も 無 く な り 、 エ ネル 
ギー は あな た に 調整 され た 形 で 、 驚く よう な 方 法 で あな た に 
仕え る か ら で す 。 あな た が 苦し み の 中 に いる の で あれ ば 、 
エネ ルギー は 苦し み を 促進 する の で す 。 


今 あ な た が 平安 の 中 に いる と いう の は 、 自 分 自身 と の 間 で 
完全 に 心 穏やか ある と いう こと で あり 、 内 面 的 な 葛藤 の 類 が 
ー 切 無い と いう こと で す 。 それ は 創造 性 が 浴 れ て いる と いう 
こと で あり 、 花 開い て いる と いう こと で あり 、 エ ネル ギー は 全 
て 、 そ れ を 提供 する た め 、 促 進 す る た め に 動き ます 。 大 き な 
違い が あり ます ね 。 魔法 が 発動 する と いう の は そう いう こと 
で す 。 多く の 人 が 魔法 を 求め て いま す が 、 彼 ら は 完全 に 自 
己 を 、 全 て を 受容 する と いう ポイ ント を 見 落と し て いま す 。 


認識 に 至る と いう の は 前 提 で す 。 だ か ら リ ラッ クス し て 、 た だ 
楽し ん で くだ さい 。 中 に は 少し まだ その 点 に 関し て ナー バス 
に な っ て いる 人 が いる の は 分 か っ て いま す 。「 う 一 ん 。 私 に 
は まだ 通り 抜け る べき 物事 が 、 ま だ 残っ て いる 」 み た いな 感 
じ で す 。 いい え 、 本 当 に 残っ て いま せん 。 た だ そう 考え る 傾 
向 、 癖 を 克服 し て くだ さい 。 た っ た 今 、 そ れ を 手放し て くだ さ 
い 。 中 に は 、 外面 内 面 問わ ず 、 そ れ を 相手 に 戦う こと を 条件 
付け られ て いる 、 そ う プ ログ ラミ ング され て いる 人 が いく < くら か 
いて 、 認 識 に 至っ た と いう の が どん な も の か 想像 する の が 
難し く 、 そ の 人 た ち は そ れ で 結局 、 戦 い に し が みつ いて いま 
す 。 それ を た っ た 今 、 捨 て て くだ さい 。 何故 な ら 、 認 識 に 至る 
こと は 起こ る か ら で す 。 


そし て 今 か ら 数 年 後に 何 が 起こ る か と いう と 、 そ うい っ た 人 
ほど 私 の 所 へ 来 て こう 言う で し ょ う ね 。「 も う ! た だ 受容 す 
る だ け 、 戦 い を や め る だ け 、 た だ 楽し むだ け 、 ど うし て その こ 
と を 教え て くれ な か っ た ん だ 。 私 は その こと で 自分 に スト レ 
ス を か け て た ん だ 。 そ ん な スト レス も 恐れ も 無 価値 だ っ た よ 
そん な も の 、 この 惑星 で 地上 に いら れる 足 重 な 時 間 を 損 な 
っ て る だ け だ っ た じゃ な いか 」 と 。 


と いう わけ で 第 一 に 、 認識 に は 一 放っ て お いて も 至り ます 。 
それ は た だ そこ に あり ます 。 あな た が 大 昔 に そう 計画 し た か 
ら で す 。 あな た は 大 昔 に そう する こと に 同意 し まし た 。 そう な 
る の が 、 た また ま 今 で あっ た だ け の こと で す 。 


第 二 に 、 エ ネル ギー は あな た の 友達 で す 。 私 は 何 度 と な く こ 
の こと を 伝え て きま し た 。 物事 が 浸透 する に は 5 年 ほど か か 
る と いう 話 を し まし た ね 。 だ か ら も し あな た が 、 何 故 私 が 何 度 
も 同じ こと を 繰り 返す の だ ろう 、 そ う 思 っ て いる な ら 「 う は ! 」 
が 起こ る の に 5 年 ほど か か る と いう の が 理由 で す 。 エ ネル 
ギー は 友達 で す 。 それは 対抗 、 敵 対す る 力 で は あり ませ ん 。 
エネ ルギー は あな た を 傷つけ る た め に は あり ませ ん 。 今 

な た は 、 自 分 を 傷つけ る こと が 出来 ませ ん 。 


先月 し た 、 人 々 は 自分 自身 、 な いし は 他 者 を 攻撃 、 虐 待 し て 
いて 、 ま た その ほとん ど は 自分 自身 に 対し て 行わ れ て いる 、 
と いう 話 を 思い 出し て くだ さい 。 そ の せい も あっ て 、 あ な た に 
は ある 種 の 恐れ 「 私 は 自分 自身 、 あ る い は 他 の 誰か を 傷 つ 
ける ん じゃ な いか ? 」 と いう も の が 残っ て いま す 。 が 、 あな た 
は そう は し な いで し ょ う 。 と いう より 、 そう する こと が 出来 な い 
で し ょ う 。 その こと に つい て 頭 で あ れこ れ 考 えた り 、 格闘 し た 
りす る の で は な く 、 た だ 受け 入れ る こと が で きま すか ? あ 


な た は あな た を 傷つけ る こと は 出来 ませ ん 。 エ ネル ギー は 
あな た を 傷つけ る こと は あり ませ ん 。 ルー ク 、 そ の こと を 受 
け 入 れ ら れる か い ? 君 は それ に 関し て 、 ま だ 苦労 し て いる 
ね 、 違 うか い ? 


ルー ク < 多少 。 


アダ マス : 多少 ね 。 小さ な も の が 多く ある ね ! (ルー ク 、 笑 う ) 
分 か る か い 、 君 は それ を 理解 する 。 君 は そう し て 、 、 、 (音声 
が 途切れ て 、 聞 こえ な く な る ) 、 、 、 (アダ マス 、 笑う) 。 


ルー ク : た だ そう あれ ば 、 良い こと で ある と は 思っ て た よ 。 


アダ マス : 素 晴らし いこ と だ よ 。 良い こと だ よ 。 あり が と う 。 で 
も 、 君 は まだ 「 私 は 私 を 傷つけ る だ ろう か ?」 と いう (再び 音 
声 消え る 。「 ハ ンド マイ ク を 使っ て 」 と 誰か が 言う ) 私 か い ? 
こん な こと 減 多 に な いね (いく ら か 笑い ) 。 これ が 動作 し て な 
い の か い ? 彼女 の マイ ク と 変え よう か ? 


リン ダ : ダ メ よ ! 


アダ マス : ダ メ か 。 し ょ う が な い 。 分 か っ た よ 。 


リン ダ : 少し 待つ っ て も ら え る か し ら 。 さ 、 話 し て ちょ うだ い 。 


アダ マス : 了解 。 と いう こと で 、 君 は まだ 「 私 は 自分 自身 を 傷 
つけ だ ろう か ? な お 悪い こと に 、 他 者 を 傷つけ た り し な い だ 
ろう か ? 」 と いう メン タリ ティ の 中 に いる 。 で 、 君 は それ に つ 
いて 、 何 も 心配 する 必要 は な い 。 それ は と て も 大 きなこ と だ 
よ 。 大 事 な こ と だ よ 。 う ん 。 そう いう 点 が まだ 君 の 一 部 に は あ 
っ て 、 君 は その ギリ ギリ の ライ ン を 歩い て 、 自分 を 傷つけ そ 
うに な る よう な ポイ ント へ は 行き て うに な り は する けど 、 君 は 
絶対 に 他 者 を 傷つけ る こと は な いよ 。 


さあ 、 大 きく 深呼吸 を し て くだ さい 。 みな さん は も う 、 自分 を 傷 
つけ る こと は あり ませ ん 。 


エネ ルギー は 友達 で す 。 エ ネル ギー は あな た に 仕え る た め 
に そこ に あり ます 。 2 つの 大 き な ポ イン ト 一 認識 に 至る こと 
は た だ 起こ る 、 そ し て 、 、 、 (リン ダ が 彼 の ズボン に ある マイ 

ク ユ ニッ ト を 直す と 笑い が 起き る ) エ ネル ギー は あな た に 仕 
える た め に そこ に ある (誰か が 「 ウ ー フ ー ! 」 と 叫び 、 ア ダマ 
ス 笑 う ) 。 これ っ て 一 実際 面白 いで す よ ね 、 分 か り ま すか 


(「 全 部 あな た の せい じゃ な い の か な ! 」 と 男性 が 叫ぶ ) 。 違 
う よ 。 違う 違う 。 違う よ 。 リン ダ は た だ スリ ル を 味わっ て る だ 
け だ よ ( さ ら に 笑い ) 。 私 は じっと し て 立つ っ てるよ 。 じ っ と し て る 
よ 。 に し て も 可笑し な 感じ で すね (彼女 が 機材 を 直し 続け て 
いる 中 で 、 さ ら に 笑い ) 。 


2 つの 大 き な 、 と て も 大 き な ポ イン ト で す 。 私 は エネ ルギー 
に つい て 多く の こと を 話し て きま し た 。 何故 な ら そ れ は 、 え っ 
と 、、 、 マ イク を 持っ て て も ら え る か な 。 自分 で や っ て みる よ 
(笑い が 起き る ) 。 


リン ダ : こ れ で 大 丈夫 だ と 思う わ 。 


アダ マス : し ば し の 間 、 海 の 景色 で も 映し て お こう か 。 こ れ ま 
で の 中 で 最も 奇妙 な シャ ウド の 1 つ だ ね (さら に 笑い ) 。 


第 三 に 、 こ れ は と て も 大 き な も の で す 。 た っ た 今 、 私 た ち は 
キー ハッ カー た ちと フリ ー・ エ ネル ギー・ ボ ディ 、 ラ イト ・ ボ デ 
ィ に つい て 取り 組ん で いま す 。 最終 的 に 私 た ち は 全 て の シャ 
ー ン ブラ に そう する こと を 持ち 込み ます が 、 今 は より フォ ー カ 
ス さ れ て いて 、 ク リア な グル ー プ で そう し て いま す 。 


あり が と う 。 も う 動 いて いい か い ? あり が と う 。 よし 。 


フリ ー・ エ ネル ギー・ ボ ディ 一 身体 を 保持 し た マス ター と し 
て ここ に 留まる た め に 必要 と な る も の で す 。 何故 な ら 、 古い 
物理 的 な 身体 は 、 お 分 か り の と お り 、 痛 み ま す 。 奇妙 な こと 
を や り ま す 。 辛い で す よ ね 。 みな さん は それ を 自己 と 同一 視 
し て いま す が 、 物 理 的 な 身体 を 持つ と いう の は 、 人 間 で ある 
こと の 不快 さ の 、 軽 いも の で は あり ます が 、1 つ で す 。 


と いう わけ で 私 た ち は フ リー・ エ ネル ギー・ ボ ディ に 取り 組ん 
で いま す 。 そし て 、 何 度 も 言っ て きた こと で す が 、 私 た ち は 最 
初 か ら は 、 そ れ を や り ま せん で し た 。 分 か り ま すか 、 多 く の 
スピ リ チ ュ アル な 、 ニ ュー エイ ジ 的 な 人 た ち は 「 さ あ 、 フ リー・ 
エネ ルギー・ ボ ディ に 取り 組 も う 」 と 、 古 い 傷 や 、 不 安定 さ 、 そ 
の 手 の 全 て を 抱え た まま で そう し て いま す 。 そう する の は 、 
大 惨事 を 望ん で いる の と 同じ で す 。 何 か を 持ち 込 も うと し て 
いて 一 ライ ト ・ ボ ディ と 彼ら は 呼ん で いま す が 、 そ れ が 何 か 
も 知ら ず ー 無理 矢 理 に それ を 入れ 込 も うと し て いま す 。 何 
故 な ら 、 彼 ら は 彼ら の 物理 的 な 身体 が 嫌 だ か ら で す 。 彼ら は 
彼ら の 物理 的 な 身体 に 対し て 罪 の 意識 を 抱い て いま す 。 だ 
か ら 彼 ら は ライ ト ・ ボ ディ に 取り 組み 、 無 理 に で も それ を 入れ 
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よう と する の で す 。 大 惨事 を 生み 出す た め の 完 璧 な レシ ピ で 
す 。 も う 少 し 具体 的 に 踏み 込ん で 言う な ら 、 そ れ は 、 癌 に な 
る た め の レ シ ピ で す 。 は い 。 


君たち は 私 と デー ト か 何 か に 行き た い の か な (リン ダ と スタ 
ッ フ に 。 アダ マス 、 笑う ) 。 


リン ダ : 機 材 ト ラブ ル よ 。 


アダ マス : 機 材 に トラ ブル が あっ た よう で す 。 観 て いる みな さ 
ん 、 私 た ち は 楽 し く 遊 ん で いま す ( い くら か 笑い ) 。 


それ は 重要 な こと で し た 、 、 、 (音声 、 途 切れ る ) 。 と て も 重要 
な こと で し た (さら に 途切れ る ) 一 この 静けさ 一 家系 、 血 統 
を 手放す と いっ た こと は と て も 重要 な こと で し た 。 分 か り ま す 
か 、 他 の グル ー プ が それ ら を 称え た り 、 崇拝 し た り 、 先祖 の 
や り 方 を 模 信 、 踏 襲 し た り し て いる 中 で 、 い や いや 違う ね 、 さ 
あそん な も の は 捨て て し まお う 、 を し た の で す 。 何故 な ら 一 
彼ら は 彼ら で そう し た が っ て いま す ー 何故 な ら 、 そ れ は 物 
理 的 な 身体 の 古い 慣例 、 在 り 方 を 抱え て いる だ け で 、 苦 し み 
の 思考 に と て も 制限 され て いる か ら で す 。 


そし て 私 た ち は 、 フ リー・ エ ネル ギー・ ボ ディ と と も に ある ポ 
イン ト に まで や っ て きま し た 。 それ は 一 夜 に し て な る と いう も 
の で は あり ませ ん 。 一夜 に し て そう な っ て ほし いと 思う よう な 
も の で も あり ませ ん 。 進化 が 継続 し て いま す 。 古い 物理 的 な 
身体 、 あ な た の フリ ー・ エ ネル ギー・ ボ ディ 、 そ れ が 織り な す 
ダン ス で す 。 そ れ が し ば し 続き ます 。 そ れ は 必ず し も 苦痛 を 
伴う も の で は あり ませ ん 。 が 、 時 に 少し 変 に 感じ た り 、 不快 
で ある こと も ある で し ょ う 。 


私 た ちがい る の は その よう な と ころ で す 。 私 た ち は 花 開く ポ 
イン ト に いま す 。 認識 が 入り 、 抱 えて 、 そ れ が 浸透 し 、 あ な た 
と な る 、 そ し て 飛ぶ よう な 思考 、 舞う よう な 経験 が 時 折 あ る の 
で は な く 、 そ れ が 日 常に な っ て いく こと 、 そ の 始ま り に いま す 。 
私 た ち は 今 一 生物 学 的 な 身体 も ライ ト ・ ボ ディ を 感じ 始め ま 
す 。 実際 、 あな た の 生物 学 的 な 身体 は ライ ト ・ ボ ディ を 統合 し 
て いま す 。 


それ が ここ で す 。 開花 が まさ に 起こ っ て いる 場所 な の で す 。 


大 きく 深呼吸 を し て くだ さい 。 あな た が ここ に 来 た こ と が あろ 
うと な か ろう と 、 こ こ は 花 開く 場所 な の で す 。 


( 間 を 取る ) 


Freedom vs. Sufferng( 自 由 vs. 苦し み ) 


先月 、 私 た ち は 、 自由 と 苦し み は 共 存 で き な い と いう 考え に 
つい て 話し まし た 。 そし て 、 それ に 関し て 、 シャーン ブラ か ら 、 
多く の 興味 深い 、 良 い 、 コ メン ト が 寄せ られ まし た 。 自由 と 苦 
し み は 本 当 に 共存 で き な い 。 私 が その こと に 言及 する 際 、 私 
は 、 あ な た と いう 存在 の 中 で 、 あ な た の 心理 と し て 、 身 体 の 
中 で の こと に つい て を 、 第 一 と し て 言っ て いま す 。 その 2 つ 

の 共存 は 不可 能 で す 。 それら の 持つ 力学 に つい て 少し 感じ 
て みて くだ さい 。 


あな た の ある 部 分 は 真 に 自由 に な っ て いっ て いま す 。 あな 
た は あな た の エネ ルギー、 あ な た の 創造 、 あ な た の いか な 
る も の に 関し て 、 何 に も 誰 に も 依存 し て いま せん 。 あな た は 
も う 生 体 、 マ イン ド 、DNA に お いて 、 血 統 的 な 繋が り を 断っ て 
いま す 。 あな た は 文字 どおり 、 自由 な 存在 に な っ て いっ て い 
ます 。 物理 的 な 現実 に まだ いて も な お 、 そ うな の で す 。 そこ 
に は 驚く べき 物理 が あっ て 一 あな た が まだ この 物理 的 な 現 
実に いて も 一 と いう 言い 方 を し た の は 、 こ の 物理 的 な 現実 
で 、 物質 が 自由 で ある の は 不可 能 で ある と 人 々 は 言う だ ろう 
か ら で す 。 し か し それ は 真実 で は あり ませ ん 。 あな た は 自由 
に な れる の で す 。 その エネ ルギー は 、 そ れ が 物質 で あっ た 
と し て も 、 あ な た の た め に 働き 始め ます 。 


私 た ち は 今 、 そ うい う 力 学 の 中 に いま す 。 その 自由 に な っ て 
いっ て いる あな た の 部 分 に は 、 ま だ 、 古 い 苦し み の エ ネル 
ギー、 意 識 が まだ 残っ て いま す 。 そし て その 2 つ は 共存 不可 
で す 。 で あれ ば 、 何 が 起こ る で し ょ うか ? どん な こと に な り 
ます か ? あな た に は 自由 を 受け 入れ て いる 部 分 が あり 、 し 
か し また 苦し み の 部 分 も ある わけ で す 。 その 苦し み の 部 分 
は 出 て いく 方 法 を 知っ て いま す 。 し か し 抵抗 し て いま す 。 そ 
の 部 分 は 、 あ る 程度 は 、 苦 し み と い う も の か が 必要 で ある と 信 
じ で いま す 。 


その 流れ 、 力学 、 あ な た の 身体 の 中 、 マ イン ド の 中 で 、 究 極 
的 に は 共存 が 出来 な いも の が ある 状況 、 そ れ が どん な こと 
か 感じ て みて くだ さい 。 先月 、 私 は この 内 容 を 言葉 に する 際 、 
非常 に 慎重 に 言葉 を 選び まし た 。 みな さん に は 「 う 一 ん 、 も し 
か し た ら 共 存 で きる か も し れ な い 。 私 は 比較 的 自由 に な っ て 、 
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た だ 、 自分 が ダメ に な ら な いよ う 、 そ れ を 思い 出さ せる た め 
の 苦し み は ま だ 少し 持っ て いよ う 」 と か 「 私 は 多少 の 苦し み 
は 持っ て いる 。 何故 な ら 、 こ の 世界 は 苦し み に 満 ち て いる か 
ら 。 私 は それ を 少し は 持っ て お こう 。 そう すれ ば 世界 に 共感 
で きる 」 そ う 考 える 傾向 が ある か ら で す 。 そ の 2 つ は 共存 で 
きま せん 。 


自身 と いう 存在 の 中 で 戦わ せる こと は 出来 ます よ 一 肉体 的 
に も メン タル 的 に も 一 あな た に は 、 ど っ ち が 勝 つか を 見 る 
た め 、 戦 い を させ る こと は 可能 で す 。 ある 意味 で 、 古 い 、 光 と 
聞 の 戦い の よう な 感じ で す 。 た だ 、 今回 は 自由 vs. 苦 し み 、 と 
いう わけ で す 。 で 、 自由 が 勝ち ます 。 自由 が 間違い な く 勝 つ 
で し ょ う 。 あな た は 遠く へ 来 過ぎ まし た 。 あな た に は その 自 
由 の 味 が 多少 な り と も 分 か っ て いま す 。 それ は また 、 ま 、 こ 
の 生涯 で の 宿命 、 こ の 生涯 で 望ん で いた こと 、 で あっ た と も 
言え る で し ょ う 。 だ か ら 自 由 が 勝つ の で す 。 ある と ころ で 、 苦 
し み は 終 わら ざる を 得 な いで し ょ う 。 あな た が その 人 生 で 苦 
し み を 受容 する こと は 、 終 わり に な り ま す 。 そ の スト ー リ ー は 
どん な ふう に 演じ られ る で し ょ うか ね ? 


あな た が まだ 抱え て いる 苦し み を 感じ て みて くだ さい 。 それ 
が 肉体 的 な 病気 で も 、 心 理 的 な も の で も 同じ で す 。 苦し み は 
変わ ら ざ る を 得 ま せん 。 そ の 2 つ は 共存 不可 で す 。 私 は この 
点 に 関し て 非常 に 明快 、 白黒 は っ きり し て いた いと 思っ て い 
ます 。 何故 な ら 、 そ れ を 共存 させ よう と し て いる 人 が みな さ 

ん の 中 に いる か ら で す 一 「 私 は 多少 の 苦し み は あ る も の の 、 
ほぼ 自由 だ 」 一 で す 。 そ し て それ で は 何 も 上 手 く いき ませ 
ん 。0 か 100 か で す 。 白 か 黒 で す 。 


苦し み 、 そ れ が ある あな た の 部 分 に 何 が 起こ る で し ょ うか ? 
少し 感じ て みて くだ さい 。 感じ て くだ さい 一 と いう こと に な っ 
た の で 、 い いか い ? (ゲル ハル ト に ) こ れ は メラ ブ で は な い 
けど 、 ア ナタ ノ ク ル シミ ヲ カ ンジ テク ダサ イ 的 な 曲 を 頼む よ 
(笑い が 起き る ) 。 分 か り ま すか 、 言 葉 に は 限界 が あり ます 。 
と な れ ば 何かしら 音楽 を 使っ て 引っ 張り 出さ な いと いけ ませ 
ん 。 


ルー ク : 両 刀 使 い だ ね ( 彼 、 笑 う ) 


アダ マス : う ん 。 そう だ よ 。 そう だ ね (アダ マス 、 笑 う ) 。 


(音楽 、 流 れる ) 


前 回 の シャ ウド で 持ち 出し た この 内 容 は 、 本 当 に 、 こ れ ほ ど 
まで に 重要 な こと で し た 。 自由 と 苦し み は 共存 で き な い 。 鳴 
呼 、 そ こ に は あな た の 一 部 が いて 一 それ が 望む も と の し て 
の 、 痛 み 、 苦 労 、 罪 悪 感 、 自責 、 自尊 心 の 欠如 な ど が あり ま 
す が ー それ は 全て 同じ も の で す 。 全て は 結局 の と ころ 苦し 
み で す 。 その 苦し み に 何 が 起こ り ま すか ? それ は どこ へ 行 
きま すか ? それ が 終わ る の は いつ で すか ? それ は どん 
な ふう に 終わ り ま すか ? 


戦い は どの よう に し て 終わ り を 迎え る の で し ょ うか ? それ 
は 戦い で ある 必要 は ある の で し ょ うか ? 


( 間 を 取る ) 


みな さん の 全員 が 、 一 定 の 苦し み を 自身 の 中 に 抱え て いま 
す 。 


( 間 を 取る ) 


それ は どう な り ま すか ? 自由 と 苦し み が 共 存 不可 で ある と 
し て 、 何 が 起こ り ま すか ? 


( 間 を 取る ) 


どこ に 苦し み が あ る の か 定か で な いな ら 、 夜中 の 2 時 に 目 
を 覚まし た 際 に 出 て くる 不安 や 心配 、 恐れ の こと を 考え て み 
て くだ さい 。 


その 苦し み に 何 が 起こ り ま すか る 


( 間 を 取る ) 


苦し み と い う の は 、 人間 の 状態 と し て 興味 深い も の で す が 、 
お か し いで す 。 そもそも 人 間 に 、 そ ん な プロ グラ ミン グ は 為 
され て いま せん 。 誰 か が 「 人 間 に は 苦労 の 要素 が 必要 だ 」 な 
ど と 言っ て 、 人間 を 開発 、 発 達 さ す た り し て いま せん 。 そ う 2 進 
化し た の で す 。 そう な っ た の で す 。 


苦し み 一 この 惑星 は それ に 本 当 に 入れ 込ん で いま す 。 
人 々 は 、 私 に は 到底 受け 入れ られ な いと 思う それ を 、 た だ 
受け 入れ て いま す 。 彼ら は 苦し み を 人 生 の 一 部 と し て 受け 
入れ て いま す 。 そ し て 決し て そう で ある べき で は あり ませ 
ん 。 


みな さん が この 惑星 の た め に 為す こと で 最も 偉大 な こと の 1 
つ 、 そ れ は 人 生か ら 苦 し み を 取り 去る こと 、 結果 と し て 人 類 
の 意識 か ら 苦 し み 取 り 去 る こと で ある と さえ 、 私 は 言い ます 。 
苦し み は 、 そ こ に ある 必要 の な い 要 素 で す 。 し か し それ が あ 
る の で す 。 広く 普及 し て いま す 。 その 多く は 、 私 た ち が セ クシ 
ュ ア ル ・ エ ネル ギー・ ウ イル ス ( 詳 細 な 情報 は ここ ※SES 参 
照 と 呼ぶ も の と 繋が っ て いま す 。 みな さん 、 み な さん の 暮 ら 
し に 苦し み が 全 く 無い こと を 想像 で すま すか ? 





苦し み 一 私 は この 言葉 に 広い 意味 を 持た せ て 使っ て いま 
す 一 多く の こと を 意味 し て いま す 。 恐れ 、 罪 悪 感 、 恥 の 感覚 
な ど は も ちろ ん で す 。 それ は 他 の 多く の こと も 意味 し て いま 
す 。 努力 、 一 生 懸 命 に 頑張 る こと 。 


それ が あな た の 生活 に 無い こと を 想像 で きま すか ? それ 
を 想像 で きま すか 一 と ころ で 、 み な さん は 受難 の 上 級 者 で 
す 。 み な さん の 全員 が 、 一 級 の 苦し み 人 で す 。 みな さん は こ 
れ ま で 、 そ の 意味 に お いて 、 本 当 に 良い 成果 を 上 げ て きま し 
た 。 中 に は 極限 まで 行っ た 人 も いる よう で す 。 が 、 全て は ゲ 
ー ム の 一 部 で す 。 で 、 み な さん は そん な 中 で 出現 する 、 最 初 
の 一 この 惑星 で 最初 の 一 苦し み の な い 者 に な る の で す 。 
それ を 想像 で きま すか っ? 


私 は 基準 、 ス タン ダー ド に つい て 何 年 も 前 、 ま だ トバ イア ス 
か ら こ こ を 引き 継ぐ 前 に 、 話 し まし た (詳細 な 情報 は ここ )。 私 
は 基準 、 人 々 に と っ て の お 手 本 に な る こと に つい て 話し まし 
た 。 もう 苦し むこ と な い 人 間 の お 手 本 に 自分 が な る 、 そ の こ 
と を 想像 で きま すか ? 大 きなこ と で す 。 あ な た は それ で こ 
の 惑星 に お ける 多く の 物事 を 変え られ ます 。 し か し 、 自 分 の 
た め に そう し て くだ さい 。 他人 の た め に は し な いで くだ さい 。 
何故 な ら 、 そ の 人 は も し か し た ら 、 苦 しみ の ある あり 様 と し て 、 
も うし ば らく は 、 い た いか も し れ な いか ら で す 。 





で 、 苦 し み に は 何 が 起こ る で し ょ うか ? そう で すね 一 ここ 
で は 一 般 化 し た 形 で 述べ ます が 、 全て の 人 に 当て は まる と 
は 限り ませ ん 。 た だ 一 般 論 と し て 一 それ は 、 最 後 の あ が き 、 
最後 の 戦い を する で し ょ う 。 それ は 、 あ な た に は 多少 の 苦し 
み を 抱え て お く 必要 が ある 、 そ う 主 張 し ます 。 そ れ は あな た 
の 内 部 に 浮か ん で きま す 。 生活 の 中 の 経験 と し て 浮か ん で 
きま す 。 苦し み は あ な た に こう 言い ます 一 「 苦 し み の ア スペ 
クト 」 と 呼び まし ょ う 苦し み の ア スペ クト は 、 あ な た は 苦し 
み を 抱え て お くべ きだ と あな た に 伝え よう と し ます 。 苦し み 無 
し で は 、 あ な た に は 価値 が 無い の だ と 、 伝え よう と する で し 


ょ う 。 そし て 、 み な さん の 中 に も 、 そ れ を 信じ る 人 が 出る で し 
ょ う 。 アス ペク ト は あな た を 騙す の に 長け て いま す 。 何故 な 
ら 、 ま あ 、 そ れ は あな た だ か ら で す 。 ア スペ クト は あな た の 
脆弱 性 、 弱い ポイ ント 、 そ の 他 の 全て を 知っ て いま す 。 


と いう ふう に 、 苦し み は 付き ま と お うと する で し ょ う 。 そし て 、 
あな た が それ を 単なる ゲー ム で ある 、 そ れ は 単なる いち ア 
スペ クト で ある と 認識 し た こと を 悟っ た ら 、 そ れ は 次 に 懇願 し 、 
あな た の 前 に 中 きま す 。「 可 哀 そ うだ と 思い ませ ん か 。 私 は 
小さ な 小さ な 、 ほん の 小さ な アス ペク ト で す 。 見 て くだ さい 。 
あな た は そん な 私 を 捨て て いく と いう の で すか 」 と 。 


それ は あな た の 同情 を 誘 お うと 、 感 情 に 働き か け を する で し 
ょ う 。 あな た に 罪悪 感 を 抱か せよ うと する で し ょ う 。 それ は 、 
あな た に どう 罪悪 感 を 抱か せる か を 本 当 に 熟知 し て いま す 。 
奇妙 に 聞こ える か も し れ ま せん 一 苦し み を 望む な ん て あり 
得る か な ?ー- そう 思う か も し れ ま せん が 、 そ れ は あな た と 、 
あな た が そう する こと を 悪い と 感じ させ る 方 法 を 見 つけ ま 

す 。 


で 、 そ れ で も 効果 が 無けれ ば どう な る と 思い ます か ? あな 
た が その アス ペク ト に 、 も う 一 緒 に 進ん で いく 気 は な い 、 そ う 
伝え た ら 、 何 が 起こ る で し ょ うか ? 


まあ 一 私 は か な り 一 般 化 し て 話し て いま す が 一 - マス ター 
と と も に そう し て いま す 。 マス ター は その 全て 、 苦 し み の ア ス 
ペク ト が あな た を どう ペテン に か け 、 操 っ て きた か を 見 て き 
まし た 。 まず は 脅し で す 。 そし て 次 に 懇願 で す 。 そう し て あな 
た を ペテン に か け 、 操り ます 。 マス ター は そこ に いて 一 マス 
ター は 苦し み に 対 し て 、 愛 も 、 注 意 を 払う こと も 、 そ の 手 の 一 
切 を 与え ませ ん 一 マス ター は 彼 自身 、 彼 女 自身 を 、 あ な た 
と いう 存在 の 中 心 、 ま さ に 苦し み が 働 きか け を お こ な っ て い 
る その 場所 に 、 自身 を 据え 付け て 、 言 葉 を 発 さ ず 、 何 も せ ず 、 
揺れ る こと も 、 摩擦 を 起こ すこ と も な く 、 た だ その 存在 感 を 放 
射 し ます 。 マスター の 光 、 そ の 存在 感 、 マ スタ ー の 者 智 の 中 
で 、 苦 し み は 、 そ の 最後 の 一 滴 まで を 才 智 に 持ち 込め る よう 
まあ 、 あ る 意味 で 、 大 爆発 し ます 。 


穏やか で は な いで すね 。 優し く 、 ふわ っ と 変容 が 起こ る わけ 
で は あり ませ ん 。 苦し み が 攻 智 へ と 持ち 込ま れる 先 に は 、 ビ 
ッ グ バン 、 大 爆発 が 起こ り ま す 。 

あな た は それ を 感じ る で し ょ う 。 実際 、 と て も 良い 気分 に な る 
と 思い ます 。 その 爆発 で 、 も し か し た ら 、 身体 が 震え る か も し 
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れ ま せん が 、 そ れ は 間違い な く 、 あ な た の 全て の 部 分 を 岩 
わす も の で す 。 が 、 苦し み の 全 て が 客 智 へ と 持ち 込ま れ て 、 
途 載 も な い 安 増 が そこ に あり ます 。 それ が 終わ り で す 。 


そう や っ て 終わ り に な り ま す 。 


苦し むと いう の が どう いう こと か あな た は 思い 出せ ます 。 し 
か し それ は また 、 単 な る 過去 の も の と な り ま す 。 何故 な ら 、 
それ が 苦し み の あ る べき 場所 だ か ら で す 。 今 は も う 、 苦 し み 
は た だ あり ませ ん 。 


さあ 、 大 きく 、 深呼吸 を し まし ょ う 。 


( 間 を 取る ) 


爆発 は 、 あ な た が 認識 に 至る こと の 大 き な 兆 候 で す 。 それ 
は 穏やか で 、 マ イル ド に は 起こ り ま せん 。 それは 巨大 な 、 落 
雷 の よう に 大 き な 、 分 か り ま すね 、 大 爆発 で す 。 それ は あな 
た を 傷つけ る 爆発 で は あり ませ ん が 、 そ れ は 大 き な も の に 
な る で し ょ う 。 


さあ 、 大 きく 、 深 呼吸 を し まし ょ う 。 あり が と う 。 マス ターG。 


(音楽 止ま る ) 


さあ 、 楽 し み が 出 来 ま し た ね 。 文字 どおり そう で す よ 。 それ 
が 楽し み で すね 。 あな た の 存在 の 中 に ある 苦し み の 終わ り 
で す 。 で 、 こ こま で が 前 半 戦 で す 。 


私 が 、 自 由 と 苦し み は 共 存 不 可 で ある 、 あ な た が 自身 の 中 
に ある 苦し み を 処理 し て 、 そ の 要素 が な く な る と 、 自由 が あ 
な た 全体 に 行き 渡り ます 。 あな た は 自由 に な る の で す 。 


Being Free in a Sufferng World( 苦 し み の 世 界 に あっ て 自由 
で いる こと ) 


そう な っ た 今 、 周 り の 世界 は どう で し ょ うか ? あな た は マス 
ター を 体現 し た 者 と し て 、 こ の 惑星 に 留まる こと を 選び まし た 。 
あな た は ここ に 留まり ます が 、 そ こ は 苦 し み の 世 界 で す 。 世 
界 は まだ そう で ある と 信じ て いま す 。 まだ 当然 の こと と し て 
受け 入れ て いま す 。 朝起き た 瞬間 か ら 夜 ベッ リド に 入る まで 、 
人 々 は 苦し み の 、 重たい 要素 を 抱え て いま す 。 あな た は 彼 


ら と どう 共存 し て いき ます か ? 苦し み の 世 界 に いな が ら に 
し て 、 ど う や っ て 自由 な 存在 で いら れる の で し ょ うか ? 


結構 大 変 だ と 思い ます よ 。 か な り 大 変 に な る で し ょ う 。 何故 
な ら 、 あ な た は ある 意味 で 、 ま だ 、 苦し み が ど うい う も の か を 
覚え て いて 、 他 の 誰か に それ を 味わっ て ほし いと は 思わ な 
いか ら で す 。 彼ら の 存在 か ら 、 そ れ を 除去 し て あげ た いと 思 
う で し ょ う 。 あな た は 小さ な 魔法 、 小 技 を 使っ て 、 彼ら の 苦し 
み を 和らげ よう と さえ する で し ょ う 。 が 、 そ ん な こと は し な い 
で くだ さい 。 絶対 に し な いで くだ さい 、。 忘れ な いで くだ さい 、。 彼 
ら は 彼ら の 旅 を し て いる の で す 。 彼ら は 彼ら の 経験 を 選ん で 
いま す 。 だ か ら そ ん な こと は し な いで くだ さい 。 それ は あな 
た に も 返っ て きま す 。 


と て も 難し い 状 況 で す 。 あな た は 人 々 が 苦し み を 選ぶ こと を 
や め る よう 叫び た く な る で し ょ う 。 し か し 彼ら は 聞く 耳 を 持っ 
て いま せん 。 彼ら に は まだ 準備 が で き て いま せん 。 


と て も 難し い 状 況 に な る で し ょ う 。 何故 な ら 、 苦 し み の エ ネル 
ギー、 意 識 が 時 に と て も 重く な る で し ょ う 。 そし て あな た は 、 
そこ に 留まり 難い が た め に 、 あ る 意味 で 、 か な り 光 に 近づき 
ます 。 この こと は 、 あ る い は 、 最 も 重要 な こと の 1 つか も し れ 
ませ ん 。 あ な た は フリ ー・ エ ネル ギー・ ボ ディ を 手 に し て いる 
の で 、 あ な た は 肉体 的 な 痛み や 苦痛 、 血 統 か ら 来 る 身体 的 
な 問題 を 得る こと は あり ませ ん 。 それで も あな た は や は り 、 
苦し み の 世 界 の 中 に いて 、 そ れ は と て も 難し い 状 況 だ と 言 
える で し ょ う 。 時 に か な り 辛 いこ と も ある で し ょ う 。 で 、 あ な た 
は そこ で どう し ます か っ? 


そう で すね 、 い くつ か あり ます か ね 。 前 回 の ギャ ザ リ ン グ で 
私 が 言っ た よう に 、 あな た の オフ ィ ス で ある 、 公園 の ベン チ 
や カフ ェ に いる こと で すか ね 。 あ な た は あな た と いう 存在 を 
そこ で 放射 し ます 。 変化 を 誰 に 強要 する こと も な く 、 そう し ま 
す 。 あ な た が そこ で し て いる の は 、 彼ら に は 見 えて いな いか 
も し れ な い 可 能 性 を 開い て や る こと で す 。 た だ 、 そ れ を 見 る 
か 見 な いか 、 選 ぶ か 選ば な いか は 彼ら 次 第 で す 。 あな た が 
決め る こと で は あり ませ ん 。 


あな た は 何 を し ます か ね ? う 一 ん 、 あ な た は 自分 を 苦し み 
か ら 遠 ざけ て お く 時 間 を 、 た くさ ん 必要 と する で し ょ う 。 そう し 
て あな た は 自分 自身 を 見 出し ます 。 他 の アセ ン デ ッ ド マス タ 
ー た ち が や っ た よう に 、 時 に そう いっ た 喧騒 、 世 界 か らし ば 

らく 離れ て 、 人 々 の た め に 泣く で し ょ う 。 
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分 か り ま すか 、 ヨ シュ ア は 人 類 を 想っ て 何 度 と な く 泣き まし た 。 
ヨシ ュ ア は 魂 的 な 存在 で は な く 、 構成 物 と し て の 存在 で す が 、 
多く の 魂 的 な 存在 か ら 出来 て いま す 。 そし て 、 そ の 悟っ た 状 
態 で 、 人 々 が 行っ て いる 様々 な 害 、 人 々 が 通り 抜け て いる 
苦し み 、 そ れ ら を 彼ら の と ころ へ と 駆け 寄っ て 、 説 明 で き な 
いこ と を 分 か っ た 上 で 、 見 て いる の は 彼 に は と て も 辛い こと 
で し た 。 彼ら を 変え よう と する こと は で きま せん 。 彼ら は 彼ら 
の 準備 が 整っ た 時 、 彼 ら は 自分 自身 で 、 あ な た の よう な 人 

へ と 通じ る 道 を 見 つけ る の で す 。 し か し 、 さ し あたっ て の 現 
時 点 で は 、 彼 ら は 苦し み を 通り 抜け る こと を 選ん で いま す 。 


な の で 、 結構 し ん どい こと に な る で し ょ う 。 そう いっ た 時 こそ 、 
あな た は 1 人 に な っ て 、 バッテリー を 充電 し 、 彼 ら は 、 自 分 、 
あな た も 通り 抜け た の と 同じ 経験 を 通り 抜け て いる 一 こう し 

今 、 多 く の み な さん が 他 の シャ ー ン ブラ と 集まっ て 、 や っ て 
いる の と 同じ よう に 、 自身 の スト ー リ ー を 組み 上 げ て いる 一 
の だ と 理解 する こと が 重要 で す 。 スト ー リ ー を 組み 上 げ る と 
は 、 実 際 に 、 文 字 ど お り に 書く こと で も 何で も 構い ませ ん 。 あ 
な た 自身 の スト ー リ ー を 理解 する こと 一 多く の 多く の 、 た くさ 
ん の た くさ ん の 生涯 に わた る 旅 一 を 理解 する こと は 、 あ な 
た に より 深い 人 類 に 対す る 共感 と 理解 を も た ら す で し ょ う 。 
あな た も 同じ も の を 通り 抜け た の で す 。 あな た の スト ー リ ー 
を 拾い 集め て 組み 上 げ る こと と いう の は また 、 あ な た が 彼ら 
に 残し て や れる 何 か で す 。 それ は あな た が あな た の 真実 に 、 
より 近づく 助け に な る で し ょ う 。 


さあ 、 大 きく 、 深呼吸 を し まし ょ う 。 


自由 と 苦し み は あ な た の 中 で 共存 で きま せん 。 た だ あな た 
が ここ で や っ て いる こと 、 そ れ は この 惑星 、 苦 しみ の 惑星 に 、 
認識 に 至っ た 存在 と し て 残る と いう 選択 で す 。 そ れ は リア ル 
な チャ レン ジ で す 。 それ は リア ル な チャ レン ジ で す 。 


さあ 、 大 きく 、 深呼吸 を し まし よう 。 


Practical Magic for the Moderm Merin( 現 代 マ ー リ ン の た め 


の 実用 的 魔法 講座 ) 


次 の 内 容 で す 。 で は 今月 の 、 、 、 ( 音 が 途切れ る ) 、 、 、 (さら 


に 長く 途切れ る ) 、 、 、 私 は 動か な いで 座っ て いた 方 が よさ そ 
う で すね 。 


で は 今月 の 、 現 代 マ ー リ ン の た め の 実 用 的 魔法 講座 を 始め 
まし ょ う 。 今月 は と て も 興味 深い も の を 紹介 し ます 。 こ の 魔法 
に 関し て 、 少 し 釈然 と し な いも の を 感じ る 人 も いる と 思い ます 
が 、 私 は これ を 気に入っ て いま す 。 


今回 の 実用 的 な 魔法 と いう の は 「 複 数 の 、 確 固 た る 1 人 と し 
て 自立 し た 、 何 人 に も 侵さ れ 得 な い 、 独 立 し た 存在 が 一 緒 に 
いて 、 彼 ら が 、 彼 ら の エネ ルギー が と も に ダン ス す る こと を 
許し た 時 、 そ れ は 魔法 と な る 」 で す 。 


これ は と て も 重要 な 内 容 で す 。 少し 、 こ の 背景 に つい て 説明 
し ます 。 た だ 、 と て も 重要 な 内 容 で す 。 何故 な ら 、 あな た は 既 
に それ を や り 始 め て いて 、 ま た それ を 目 に する か ら で す 。 分 
か り ま すか 、 仮 に 2 人 の 、 他 の 誰か ら の エネ ルギー も 必要 と 
し な い 自 立 し た 存在 が いた と し て 、2、3 人 の そう いう 存在 が 
一 緒 に いて 、 彼ら の 創造 性 、 他 の 誰か ら も 奪 お うと する こと 
な い 個 人 の エネ ルギー が 一 緒 に な る と 、 奇 跡 と も いう べき 、 
驚く < こと が 起こ る の で す 。 


私 た ち は シ ャ ー ン ブラ の 中 、 み な さん の 中 で も それ が 起こ っ 
て いる こと を 目 に し 始め て いま す 。 例 と し て あげ る な ら 、 今日 
それ に つい て 話 を し た 一 パビリオン 一 で す が 、 全 て の プ 
ロ セ ス に 自立 し た 存在 が 関与 し た わけ で は あり ませ ん 。 ま 
だ 自立 し て いな い 、 一 般 の 労働 者 が た くさ ん 関わ り ま し た 。 
も し あな た が 自立 し 、 独 立 し た 存在 で あり 、 そ う で な い 人 と と 
も に 何 か を する の は フラ スト レー ショ ン が 溜まる と いう 、 逆 説 
的 な 一 例 が これ で すね 。 


君たち が 作り 上 げた 映画 一 ルー ド ・ ア ウェ イク ニン グー で 
は 、 自立 し た 存在 た ち だ けが 取り 組み まし た 。 君たち は まだ 
日 常 の 中 で あく せく する 必要 が ある けれ ど 、 で も あの 映画 に 
関わ っ た 君たち は 、 そ れ を 経験 し た は ず だ 。 君たち は 自立 し 
た 存在 と し て 集まっ て 、 そ こ で は 何 の ゲ ー ム も 行わ れず 、 エ 
ネル ギー の 奪い 合い も な く 、 た だ 一 緒 に な っ た 。 そし て 、 君 
た ち に は 想像 も で き な か っ た よう な 、 驚異 的 な 出来 事 が 数 々 
起こ っ た 。 


は い 。 みな さん に は まだ 、 こ れ を 終わ ら せ る に は ここ で 、 あ 
れ を 終わ ら せ る に は あそこ で 、 と 一 般 的 な 人 間 と 何 か を する 
必要 が あり 、 そ こ が 大 変 な と ころ で す 。 こ の パビリオン の 建 
設 の 場合 一 コン セプト 、 デ ザイ ン 、 そ うい っ た 全て は 自立 し 
た 存在 た ち に よっ て も た ら さ れ ま し た が 、 さ ほど 自立 し て い 
な 作業 員 た ちと 作り 上 げ て いく こと が 必要 で し た 。 と は 言え 、 
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分 か り ま すか 、 複 数 の 自立 し た 存在 が 集まる と 、 驚く べき こ 
と が 起こ る の で す 。 


誤解 を 与え た く な い の で 慎重 に 言葉 を 選ん で 繰り 返し ます 

が 、 複 数 の 、 確 固 た る 1 人 と し て 自立 し た 、 何 人 に も 侵さ れ 
得 な い 存 在 が 一 緒 に いて 、 彼ら が 、 彼ら の エネ ルギー が と 
も に ダン ス す る こと を 許し た 時 、 魔法 と な る 、 と 言っ て いま す 。 
言い 換え る と 、 エ ネル ギー を 合体 させ する わけ で は あり ませ 
ん 。 そ れ は 不可 能 で す 。 エネ ルギー を 混ぜ る こと は で きま せ 
ん 。 し か し あな た に は 、 あ な た の エネ ルギー を それ ら と を 一 
緒 に ダン ス さ せる こと は で きる の で す 。 


人 々 は 、 そ の ほとん ど で 、 自立 し た 存在 と し て 物事 を な し ま 
せん 。 彼ら は エネ ルギー に つい て 理解 し て いま せん 。 彼ら 
は 、 そ こ に 何 か が ある の な ら 、 そ れ は 彼ら の 外側 に ある と 思 
っ て いま す 。 彼ら は パズル の ピー ス で ある こと を 望ん で いま 
す 。 言 い 換 える な ら 、 彼ら は 自分 自身 を 全体 、 全 て 、 独 立 し 
た 存在 で ある と は 見 て いま せん 。 彼ら は 自身 を 全体 の 中 の 
一 部 で ある と 見 な し て いて 、 他 の パズル の ピー ス と 繋が り た 
いと 思っ て いま す 。 


ほとん どの 人 間 は 、 エ ネル ギー に お いて 、 他人 に 依存 し て 
いま す 。 で ある か ら こ そ 、 彼ら が と も に 何 か を や る 時 、 戦 い 
が 起こ り 、 問題 、 課 題 が 持ち 上 が る の で す 一 力 、 退 如 、 そ 
の 他 か ら 来る 全て で す 一 その せい で 、 ほ と ん どの 場合 に 
お いて 、 真 に 偉大 な こと は 成し遂げ られ ませ ん 。 何故 な ら 、 
彼ら が 自立 し て いな いか ら で す 。 エ ネル ギー を 理解 し て いな 
いか ら で す 。 だから 、 何 を や る に も 、 解 決する に も 、 時 間 が 
か か る の で す 。 何 か が 障害 と な る 経験 が た くさ ん ある た め 、 
基本 的 に 、 何 も 想像 、 具 現 化 で き な い の で す 。 


自立 し た 存在 2, 3 人 な ら 一 何 の 問題 も 上 が っ て きま せん 。 

全て が 飛ぶ よう に 進み ます 。 物事 は た だ 起こ り ま す 。 物事 は 
拡大 し 、 超 えて いき ます 。 これ は 、 こ こ で 私 が 私 の エネ ル ギ 

ー を みな さん に 渡し て いる 、 そ うい うこ と で は あり ませ ん 。 私 
た ち は そ れ ぞ れ 自 分 の エネ ルギー を 、 ダ ンス に 参加 させ て 

いる だ け な の で す 。 


その こと を 少し 感じ て みて くだ さい 。2 人 の 自立 し た 存在 が い 
て 、 そ れ ぞ れ の エネ ルギー を と も に 踊ら せる こと が 出来 る の 
で す 。 そこ に 何人 か の 普通 の 人 間 、 恐 れ 、 奪 い 合う 類 の エネ 
ルギー が そこ に ある と 、 悲 惨 で すね 。 大 惨事 で す 。 で な けれ 
ば 良く て 物事 は ゆっ くり 進む か 、 骨 の 折れ る も の に な り ま す 


Energy and Perception( エ ネル ギー、 受け 止め 方 ) 


その こと か らい くつ か の ポイ ント が 見 えて きま す 。 ま ず 、 あ な 
た が 感知 する も の 、 受け 止め る も の 、 そ の 全て は あな た の 
エネ ルギー で ある 、 私 が そう 言っ た の を 聞い た こと が あり ま 
すね 。 そ の こと が 本 当 に 染み 込む に は 2、3 年 は か か る と 思 
いま す 。 が 、 あ な た が 感知 する も の 、 そ の 全て は あな た の エ 
ネル ギー で す 。 も ちろ ん 、 で あれ ば 「 私 た ち は み ん な 、 あ の 
海 を 海 だ と 見 て いる よ 。 私 た ち は 今 、 み ん な で いる けど 、 全 
て の この 人 た ち が 私 の エネ ルギー だ な ん て 、 どう いう こと だ 
い ?」 と 、 質 問 し た く な る と 思い ます が 、 え え 、 そ れ は あな た 
が 感知 し て いる も の で す 。 エ ネル ギー は 全て 、 あ な た が 感 
知 、 受 け 取 っ た も の で す 。 エ ネル ギー、 あ る い は あな た が 感 
知 し て いる も の は 、 他 の 誰 の も の で も あり ませ ん 。 全て は あ 
な た の も の な の で す 。 


で は その 違い に 関し て で す が 、 そ の 全て は あな た の エネ ル 
ギー で す が 、 し か し 、 あ な た は あな た の 意識 だ け を 感知 し て 
いる わけ で は な いと いう こと で す 。 あな た は 他 の 存在 の 意識 
も 感知 で きま す 。 た だ 、 彼 ら は あな た の エネ ルギー フィ ー ル 
ド の 向こう 側 に いま す 。 全て の エネ ルギー は あな た の も の 
で す 。 し か し 、 あ な た は また 、 他 の 意識 を 持つ 存在 に 気付 い 
て いら れる の で す 。 彼ら に あな た の 意識 は 奪え ませ ん 。 彼ら 
は あな た の 意識 の 一 部 に も な れ ま せん 。 あな た が 誰か と 情 
熱 的 な 恋 を し て いて 、 そ れ が ソー ル メ イト で あっ て も 、 そ の 手 
の 全て は 私 に と っ て どう で も いい こと で す が 、 意 識 は 1 つ に 
は な れ ま せん 。 相手 を 感知 する こと は で きま す よ 。 結果 、 あ 
な た が あな た の エネ ルギー を どう 感知 する か に 影響 を 与え 
る こと は 可能 で す 。 


それ も 重要 な ポイ ント で す 。 その こと を 真 に 理解 する に は 少 
し 時 間 が 要 る で し ょ う 。 あな た は その こと 、 外 に 見 える 全て 
は あな た の エネ ルギー で ある こと 一 それ は あな た が 感知 
し た も の 、 あ な た の エネ ルギー で あり 一 し か し 別 の 意識 が 
ある こと に も 気付 いて いら れ て 、 影 響 し 合え る 一 影響 を 及ぼ 
せる 一 あな た が どう あな た の エネ ルギー を 感知 する か に 
影響 を 与え る か 、 を 認識 する よう に な っ て いき ます 。 


その こと を 少し 感じ て みて くだ さい 。 中 に は 「 彼 は いっ た い 、 
何 の 話 を し て る ん だ ? 」 そ う 思 っ て いる 人 が いる の が 感じ ら 
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れ ま す ( い くら か 笑い ) 。 


( 間 を 取る ) 


Ungrouped and Sovereign( グ ルー プ 化 の 解除 と 自立 ) 


は い 、 次 の 内 容 へ 移り ます 。 人 間 は 、 グ ルー プ の エネ ル ギ 
ーー の よう な も の を 受け 入れ て いま す 。 彼ら は 集団 の エネ ル 
ギー を 当然 の も の と し て いま す 。 彼ら は 本 当 に それ を 信じ て 
いま す 。 全て は 全体 の た め の も の だ と 。 それ は ある 意味 で 、 
アト ラン ティ ス か ら 続 く 二日酔い で す 。 し か し 人 々 は まだ その 
こと 、 自分 は グル ー プ 、 コ ミュ ニテ ィ ー、 コ ミュ ー ン の 一 部 で 
ある と いう こと を 受け 入れ て いま す 。 エネ ルギー、 生 活 も よ 
っ て 、 共 同体 的 な も の に な っ て いま す 。 


マス ター は そん な ふう に は 捉え て いま せん 。 マス ター は い 
か な る グル ー プ 、 コ ミュ ニテ ィ ー、 コ ミュ ー ン の 一 部 で も あり 
ませ ん 。 マス ター は 自分 自身 と し て 自立 、 独 立 し て いま す 。 


私 た ち は 一緒 に この ポイ ント まで や っ て きま し た が 、 こ れ は 
グル ー プ 活動 で は な いこ と は 認識 し て いま す よ ね 。 私 た ち シ 
ャ ー ン ブラ は 、 集 まっ て 、 お 喋り し た り 、 楽 し いこ と を や っ た り 
する こと は で きま す が 、 と も に 暮らす こと は で きま すか ね ? 
(「 う げ ! 」 と 声 が あがる ) は い 、 う げっ ! で す 。 う げっ ! (アダ 
マス 、 笑う) コミ ュー ン を 形成 し て 暮らす と いう の は 、 全 く 機能 
し な いと 思い ます 。 


ある 意味 で 、 あ な た は グル ー プ の 一 部 で は な い の で す 。 あ 
な た は 自立 し 、 独 立 し た 存在 で す 。 私 た ち は 、 一 緒 に ダン ス 
を 楽し むために 時 に 集まる こと は あり ます よ 。 し か し 、 互 い 
に 誰 に も 依存 し た り は し て いま せん 。 あ な た は グル ー プ に 
は 依存 し て いま せん 。 ど の アセ ン デ ッ ド マス ター も 、 あ な た 
か ら 依 存 さ れ た いと は 思わ な いで し よう 。 


あな た は この ポイ ント まで や っ て きま し た 。 あな た は 、 集 団 
の エネ ルギー な ど な い こと を 理解 し て いま す 。 全て は あな た 
の も の な の で す 。 


切り 離さ れ た よう な 感覚 が 最初 は 出る か も し れ ま せん 。 何故 
な ら 、 人 間 は 集団 の 力学 に 頼り 、 そ れ に 応じ て 動く か ら で す 

一 家族 、 友 人 、 た だ その 場 に いる 他人 に 対し て で さえ そう で 

すね 。 人 々 は 集団 内 に お ける 類似 性 を 好み ます 。 人々 は 


様々 な も の に 属し ます 。 分 か り ま すか 、 ク リム ゾン サー クル 
に は 、 こ こ に 属す る 人 と いう の は あり ませ ん 。 メ ン バ ー シ ッ プ 
も あり ませ ん 。 有効 期限 も あり ませ ん 。 その 手 の 何 も あ り ま 
せん 。 あ な た は 自立 し 、 独 立 し た 存在 な の で す 。 みな さん は 
ここ に 集まっ て ダン ス を 楽し むこ と は あり ます が 、 こ の グル 
ー プ に 属し て いる わけ で は あり ませ ん 。 


それ は 、 あ ら ゆ る 集団 の 意識 に お いて も 同じ で す 。 そし て 、 
この こと で 苦労 する 人 も 出 て くる と 思い ます 。 コミュニティー 
の 一 部 で ある た め に は 、 そ れ を 受け 入れ る の は 正しい こと 
だ と 感じ る か ら で す 。 みな さん の 中 に は 、 集団 と し て の エネ 
ルギー は 重要 で ある と 感じ て いる 人 が いま す 。 し か し 、 み な 
さん は 、 マ スタ ー と し て 、 自分 が そこ を 遥か に 超え た と ころ に 
いる の だ と 認識 する こと で し ょ う 。 


ちょ っ と 怖い で す よ ね 。 人 に よっ て は 、 あ まり 好ま な いと 思い 
ます 。 1 人 きり で いる こと で す 。 し か し 、 自立 し 、 独立 し た 存在 
と し て 、 あ な た は 決し て 1 人 で は あり ませ ん 。 あ な た に は あ 
な た の セル フ が いま す 。 それ に 、 他 の 自立 し 、 独 立 し た 存在 
も また 、 周 囲 に いる か も し れ ま せん 。 


いずれ に せよ 、 私 た ち は こ の ポイ ント まで や っ て きま し た 。 
非 グ ルー プ 化 する 時 で す 。 も し か し た ら 、 こ こ 3, 4 週間 、 そ う 
いっ た 感じ を 得 て い た の で は な いで し ょ うか 。 あな た は 、 ま 
ず 、 も う 何 に も 属し て いて いな いと いう 、 欠落 感 を 覚え 始め 
ます 。 「 私 は クリ ム ゾ ン サ ー ク ル に 属し て いる の か ? 」 と さえ 
思い ます 。 いい え 、 あ な た は 一 度 も 属し た こと は あり ませ ん 。 
あな た は 、 様 々 な グル ー プ か ら 切 り 離 され た よう に 感じ て い 
る こと を 認識 し ます 。 それ は 就 達 し た 者 と し て の 感覚 へ 向 か 
う 者 、 そ の 者 が 持つ も の と し て 、 ご く 自 然 な 感覚 で す 。 


少し 怖い か も し れ ま せん 。 最初 は 少し 怖い で し ょ う 。 何故 な 
ら 社会 は 「 い や 、 君 は 様々 、 こ れこ れ の 物事 の 一 部 、 参 加 者 
で ある べき だ 」 そ う 言 うか ら で す 。 いい え 、 あ な た は 自立 し 、 
独立 し た 存在 で す 。 


自立 し 独立 し た 存在 は 、 他 の 自立 し 独立 し た 存在 と ダン ス す 
る こと が 可能 で す 。 互い に 互い の エネ ルギー を 奪う こと は 決 
し て な く 、 互い に 傷つけ る こと も な く 、 誰か に エネ ルギー、 そ 
の 他 の も の を 与え る 必要 も あり せん 。 た だ 自由 に 踊り ます 。 
フリ ー ダ ム ・ ダ ンス で す 。 


た だ 、 人間 た ち は 、 引 き 続 き 、 あ な た の エネ ルギー を 奪 おう 
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と する で し ょ う 。 セク シャ ル ・ エ ナジ ー・ ス クー ル の 内 容 を 通し 
て 、 私 た ち は そ の こと を 理解 し て いる と 思い ます が 、 誰 か が 
そう する の を 受け 入れ な いで くだ さい 。 彼ら に それ を させ な 
いで くだ さい 。 それ で も 彼ら は そう し よう と し て きま す 。 彼ら は 
あな た を グル ー プ に 属さ せよ うと する で し ょ う 。 


あな た は 、 私 た ち が と も に 行っ て いる 驚く べき 取り 組み に お 
いて 、 それ は も は や 集団 の エネ ルギー で は な い 、 そう 認識 
する この ポイ ント に まで や っ て きま し た 。 


何 か 分 か りや すい 例 を あげ る と し て 、 それ は ポッ トラ ッ ク 、 食 
材 を 持ち 寄っ て ディ ナー を する よう な も の で すね 。 (いろ いろ 
な 人 を 指し な が ら ) 。 君 は デザ ー ト を 持っ て くる 。 君 は 豆 。 君 
は パン 。 君 は 魚 。 君 は サラ ダ で 君 は チー ズ を 持っ て くる 。 そ 
れ が 、 今 現在 、 人 間 が や っ て いる や り 方 で す 。 壮大 な ポッ ト 
ラッ ク ・ デ ィ ナ ー で す 。 参加 者 全員 が 少し ずつ 何 か を 持ち 寄 
つて 、 そ れ で ディ ナー が 完成 し ます 。 


な ら 、 自立 し 独立 し た 存在 と し て 、 あ な た は ポッ トラ ッ ク に 何 
を 持っ て いき ます か ?(「 ワ イン よ 」 と 女性 が 答え る ) ワイ ン 


ね ! (大 爆笑 ) 確 か に そう だ ね 。 君 は ワイ ン を 1 本 も っ て き て 、 


他 の 人 が 持ち 寄っ た も の を 食べ る と (アダ マス 、 笑 う ) 。 そう 
だ ね 。 あり が と う 。 


で 、 全 て は そこ に ある の で す 。 全部 あり ます 。 持ち 寄る な ん 
て あり ませ ん 。 集団 と は まる で 関係 あり ませ ん 。 あ な た は そ 
こ に いて 、 全 て は あな た と と も に あっ て 、 そ れ は あな た の ム 
ー ド 次 第 で す が 、 そ れ は 既に 、 た だ そこ に ある の で す 。 あ な 
た が クソ っ た れ な 全て を 持っ て き て いて 、 そ れ ぞ れ 個 別に 何 
か を 持っ て き て も ら う 必要 な ど な い の で す 。 


この こと に つい て 少し 感じ て ほし いと 思い ます 。 何故 な ら 、 私 
た ち は そ うい う ポ イン ト に 達し て いて 、 そ の ポイ ント と は 、 集 
団 か ら 自 ら を 解除 する と いう こと で す 。 それ に は 少し 怖 気 つ 
く か も し れ ま せん し 、 中 に は ソー シャ ル メ ディ ア 上 で 、 私 を 非 
難 す る 人 も 出る で し ょ う 。 で も 、 私 は そう いう の に 慣れ て いま 
す 。 た だ 、 リ ンダ を 攻撃 する の は や め て くだ さい 。 


私 た ち は 、 集団 と いう も の か ら 離 れる 、 そ うい う ポ イン ト に 達 
し て いま す 。 そ れ で こそ 、 あ な た は 自立 し 、 独 立 し た 存在 な 
の で す 。 そ し て 、 そ うす る こと の 美しく 素晴らし いと ころ で す 
が 、 あ な た が 、 他 の 自立 し 独立 し た 存在 と いる の な ら 、 誰 の 
エネ ルギー を 奪う こと な く 、 ま た 誰か ら も 奪わ れる こと な く 、 


ー 晩 中 踊り 明か すこ と が で きる の で す 。 それ が シャ ー ン ブラ 
が 織り な す 未 来 で す 。 あな た が それ を 1 人 や る の か 、 他 の 
自立 し 独立 し た 存在 た ちと する の か は 関係 な く 、 そ れ が 真 の 
奇跡 と いう も の で す 。 


し ば し その こと に つい て 感じ て くだ さい 。 


( 間 を 取る ) 


自立 し 、 独 立 し 、 何 に も 属さ な い 存 在 で す 。 


私 は 、 コ ミュ ニテ ィ ー や 組織 、 そ の 手 の も の に つい て 、 悪 い 
と 言っ て いる の で は あり ませ ん 。 一般 の 人 々 に と っ て 、 多く 
の 人 た ち に と っ て 、 彼 ら の 人 生 が ある その 場所 に あっ て 、 そ 
れ は 良い も の で す 。 た だ 、 あ な た に と っ て 今 は 、 そ れ を 超え 
て いく 時 で す 。 


( 間 を 取る ) 


それ と いう の は ある 意味 で 、 ア ン セ スト ラル ・ フ リー ダム と 
同じ で すね 。 あれ は 、 祖 先 、 血 統 を 手放す 時 で し た 。 そし て 
今回 は 、 人 間 の 集団 的 な メン タリ ティ を 手放す 時 で す 。 人 間 
は 、 あ る 意味 で 、 そ れ を 、 彼 ら は 何 か の 一 部 と で ある と 、 そ う 
感じ て いる 必要 が あり ます 。 決し て 、 全体 で ある 、 に は な り ま 
せん 。 彼ら は 何 か の 小さ な 一 部 で ある と 感じ て いる 必要 が 
ある の で す 。 そ し て 私 た ち は 、 そ れ を 超越 し て いき ます 。 





( 間 を 取る ) 


ここ か ら 数 週間 、 こ の 内 容 は 、 あ な た に 何 か を 考え させ た り 、 
感じ させ た りす る で し ょ う 。 自分 が 今 の 内 容 を 正しく 理解 し た 
の か どう か 、 分から な く な る で し ょ う 。 し か し その 時 に は 、 私 
が この 現代 マー リン の た め の 実 用 的 魔法 講座 、 そ の オー プ 
ニン グ で 言っ て いた こと に 戻っ て くだ さい 。 一 緒 に いる 、 複 数 
の 、 確 固 た る 1 人 と し て 自立 し た 、 何人 に も 侵さ れ 得 な い 、 独 
立 し た 存在 が 織り な す ダ ンス は 、 驚く べき も の で す 、 と いう も 
の で す 。 そ れ が 魔法 が 発動 する 時 で す 。 それ が 、 あ な た が 
目 に し て いる 、 シ ャ ー ン ブラ た ち が や っ て いる プロ ジェ クト の 
数 々 で す 。 魔法 が 発動 する の は その 時 で す 。 


Merabh Beyond Sufferng( 苦 し み を 超え て いく メラ ブ ) 
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素晴らし いで すね 。 は い 、 メ ラブ の 時 間 が や っ て きま し た 一 
わあ ! 一 マス ターG に 一 曲 お 願い し よう と 思い ます 。 


私 は 最近 、 苦 し み に 関 し て 、 多く の 話 を し て いま す 。 私 た ち 

が それ を 超え て 行っ て いる か ら で す 。 私 は この メラ ブ で 、 そ 
れ を さら に 、 真 に 、 促進 し た いと 思い ま 、 、 、 (音声 が 途切れ 、 
リン ダ が 機材 を 調整 する 。 その 後 、 何 を 言っ た か は 判別 不 
可 ) 


(音楽 、 流 れる ) 


、、、 の 美しい シャ ー ン ブラ ・ パ ビリ オン で す 。 野外 で する シャ 
ウド と いう の は 面白 いで すね 。 


ここ は 本 当 に 、 エ ネル ギー が 花 開 き 始め る と ころ で す 。 認識 
が まさ に ここ で 、 花 開い て いま す 。 


最近 も 苦し み に つ いて 話し まし た 。 何故 な ら 、 私 た ち が 超 え 
て いく 次 の も の が それ だ か ら で す 。 認識 に 至っ た マス ター と 
し て 、 あ な た の 生活 に 苦し み は あ り ま せん 。 


苦し み と は 、 過 去 の も の で す 。 過去 の も の は 過去 の も の と し 
て 過去 に 置い て お きま し ょ う 。 それ は 過去 に し た 経験 、 そ こ 

に あっ た 要素 で す 。 それ は 、 そ れ が 属す る 場所 に 置い て お 
いて や り ま し ょ う 。 


( 間 を 取る ) 


それ を 、 将 来 、 未 来 に 染み 出さ せな いよ うに し て くだ さい 。 そ 
れ は 過去 に 置い て お く 、 ま 、 そ れ を マス ター に 履 智 と し て 持 
ち 込 ませ て くだ さい 。 


マス ター の 存在 感 、 そ の 存在 感 を さら に あり あり と 、 は っ きり 
さて くだ さい 。 それで あな た は 、 苦 し み を 、 そ れ が どん な 存 
在 か を 、 あ な た の 眼 で 、 し っ か り と 見 つめ られ る ほど に 頑丈 
で いら れ ま す 。 


それ と 戦 お うと せ ず 、 そ れ を 破壊 し よう と も せ ず 、 た だ 存在 
感 を 放射 し な が ら 、 目 の 前 で 苦し み が 溶 け 落 ち て いく 様 を 、 
揺 る ぐ こと な く 見 て いて くだ さい 。 


( 間 を 取る ) 


今 の 瞬間 、 この シャ ウド 、 パ ビリ オン が 新しく 出来 た この 時 を 
使っ て 、 私 た ち は は っ きり と し た 線 を 引き 来 ま す 。 苦し み に 
対し て こう 告げ ば ます 。「 も う 十 分 だ 。 ここ より 先 、 未 来 、 私 た ち 
の 明日 、 こ れ か ら 来 る も の 、 に は 入る こと を 禁止 する 」 


あな た の 中 の マス ター の 存在 感 が いつ より も あり あり と し て 
いま す 。 苦し み の ア スペ クト に 騙さ れる こと も 、 惑わさ れる こ 
と も あり ませ ん 。 


マス ター に は 言葉 を 発する 必要 も 、 そ れ に 対し て 何 か を する 
必要 も あり ませ ん 。 た だ そこ に いる だ け で す 。 そ の 存在 感 を 
前 に 、 そ の 苦し み の ア スペ クト に 何 が 起こ る か を 感じ て くだ 
さい 。 


( 間 を 取る ) 


過去 に あな た は 、 何 度 と な く 、 頭 の 中 で それ に 対す る 活動 し 

て きま し た 。 苦し み の ア スペ クト に 対し て 、 何 か し な けれ ば な 
ら な いと 考え 、 そ れ に 関わ り 、 話 し か け 、 叫 び 、 何 か を し よう 

と し て きま し た 。 そし て 私 は 今 、 あ な た に 、 た だ そこ に いる だ 

け 、 で ある こと で 何 が どう な る か 感じ て ほし いと 思い ます 。 


その アス ペク ト が 挑発 し た り 、 戦 お うと し て き て も 、 た だ 存在 
し 存在 感 を 発し て いる こと で 、 ど うな る か を 感じ て くだ さい 。 


( 間 を 取る ) 


苦し み の ア スペ クト は あな た を 欺く 方 法 を 豊富 に 持っ て いま 
す 一 お 金 の 欠乏 、 豊 か さ の 欠乏 、 絶 え 間 な い 苦 悩 、 戦 い 、 

どこ に も 答え が 無い よう に 見 せ か ける こと 。 身体 の 痛み 、 病 
気 、 バ ラン ス を 欠い た 状況 も また そう で す 一 - 苦し み の ア ス 

ペク ト に は そう いっ た 全て が 付属 品 の よう に し て つい て いま 
す 。 


それ は も う 、 こ の 惑星 に 属し て いる も の で は あり ませ ん 。 そ 
れ は そもそも 違う の で す 。 私 は これ に 飽き 飽き し まし た 。 そ 

し て あな た が 飽き 飽き し て いる こと も 分 か っ て いま す 。 そし て 
何故 、 人 々 が それ を 当然 の も の と し て 受け 入れ て いる の か 、 
それ が 人 生 の 一 部 だ と 考え る の か 、 そ れ に つい て 、 私 に は 
理由 が 分 か り ま せん 。 単純 に そう で は な いか ら で す 。 


人 生 、 生 活 は 、 喜 び 、 豊か さ に 満ち て いる べき で す 。 
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( 間 を 取る ) 

苦し み の ア スペ クト は 、 し つこ く 居 残り 続け て いま し た 。 あな 
た は その 他 の 多く の も の を 既に 綺麗 に し て いま す 。 し か し 、 
まだ 残留 物 が あり まし た 。 


今 は も う 、 そ れ を 過去 の も の と し て 、 過去 に 残し て お く 時 で 
す 。 


ここ か ら 先 、 あ な た の 未来 に 、 苦 し み の た め の 場 所 は あり ま 
せん 。 以上 。 


( 間 を 取る ) 

そし て 、 そ う で すね 、 そ れ で も あな た は 周囲 の 人 々 が 苦し ん 
で いる 様 を 見 る で し ょ う 。 それ は 辛い こと だ と 思い ます 。 が 、 
た っ た 今 は 、 あ な た 自身 の 中 の 苦し み だ け を 扱い まし ょ う 。 


( 間 を 取る ) 


さあ 、 苦 し み を 、 そ れ が 属す る べき 過去 に 置い て お いて や り 
まし ょ う 。 


(さら に 長い 間 ) 

人 間 が 苦し むべ き 理 由 、 い われ は どこ に も あり ませ ん 一 何 
も 無い で す 一 し か し 、 ど うい うわ け か 、 そ れ が 人 間 で ある こ 
と の 条件 の 一 部 に な っ て いま す 。 

も し か する と 、 あ な た が 今 自分 の た め に や っ て いる こと 、 あ 
な た が 認識 に 至る こと 、 も し か する と 、 そ れ が 何 か を 変え る 
か も し れ ま せん 。 少な く と も 、 変わ る 人 も いる で し ょ よう 。 

( 間 を 取る ) 

大 きく 、 ゆっ くり と 、 深呼吸 を し て くだ さい 。 マス ター と マス タ 
ー の 都 智 を 今 に 存 在 さ せ て くだ さい 一 完全 に 存在 させ て く 
だ さい ーー 苦し み の ア スペ クト の いる その 場所 に で す 。 


( 間 を 取る ) 


その アス ペク ト は 叫ん だ り 、 ジ タバ タ し た り 、 あるいは 文句 を 
言っ た り 、 何 か を し て いる こと で し ょ う 。 し か し マス ター は マス 


ター と し て 泰 然 と し て いま す 。 その アス ペク ト が 、 ゲ ー ム オー 
バー を 悟る まで 、 攻 智 を 、 そ の 光 を 抱え て いま す 。 ゲ ー ム オ 
ーー パー で すず 。 


( 間 を 取る ) 


そし て 何 か が 、 明 日 か 明後日 、 数 週間 、 何かしら の 期間 を 経 
た 時 に 、 何 か が ポン と 弾け ます 。 そ の アス ペク ト が つい に 者 
智 へ と 持ち 込ま れ た と いう こと で す 。 


さあ 、 そ の こと を 胸 に 、 大 きく 、 深 呼吸 を し まし ょ う 。 


( 間 を 取る ) 


今回 か ら 次 の ギャ ザ リ ン グ ま で の 間 、 そ れ に 加え て 、 あ な た 
が 集団 か ら 離れ て いく と いう こと に つい て 、 ど ん な 感じ する 
か 、 感 じ て み て くだ さい 。 


あな た は 自立 し 、 独 立 し た 存在 で す 。 あな た が あな た で ある 
た め に 、 何 か の グル ー プ の 一 部 で ある 必要 は あり ませ ん 。 
それ は 、 あ な た が そう いっ た 人 々 と 関係 を 持た な いで ある と 
か 、 一 緒 に いな い 、 と いう こと で は あり ませ ん 。 あな た は 、 彼 
ら に 依存 し な い 、 し て いな いと いう 意味 で す 。 


最初 は 落ち 着 か な いか も し れ ま せん 。 アト ラン ティ ス の 時 代 
か ら 、 ず っ と 共同 体 が あっ た わけ で す 。 あな た は そこ で 、 確 
固 た る 1 人 に な る わけ で すか ら 。 


た だ 覚え て お いて くだ さい 。 あな た が それ を 感じ て 、 落ち 着 
か な く な っ た り 、 本 当 に も う 何 に も 属し て いな い の だ と 感じ た 
な ら 一 分 か り ま すか 、 人間 に は 何 か に 属し て いた いと いう 
途 寺 も な い 欲 求 が ある の だ と 、 思い出 し て くだ さい 。 た だ 、 あ 
な た は 、 属 し て いる 必要 な ど な い と 思い 出し 始め て いる の で 
す 。 そ し て 、 ま さ に マジ カル な こと で す が 、 そ こ で あな た は 、 
他 の 自立 し た 存在 と 一 緒 に な る こと が で きる の で す 。 魔法 が 
それ で 発動 し ます 。 あな た の エネ ルギー は 彼ら と と も に 踊り 
ます 。 魔法 が 起こ り ます 。 


( 間 を 取る ) 


さあ 、 大 きく 深呼吸 を し まし ょ う 。 私 と と も に ここ へ 来 た 存 在 た 
ち に 敬意 を 表し まし ょ う 一 トバ イア ス 、 ク ツ ミ 、 メ タ ト ロ ン 、 そ 
し て ヨシ ュ ア 。 
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大 きく 、 ゆ っ くり と 、 深呼吸 を し て くだ さい 。 あな た の 開花 で す 。 
あな た は 開花 し て いま す 。 


と いう わけ で 友人 の みな さん 、 忘れ な いで くだ さい 、 創 造 の 
全て に お いて 、 全て は 正しい 。 


あり が と う 。 


翻訳 : Ito Satoshi 


注記 : どう ぞ 自 由 に この テキ スト を 配布 し て くだ さい 。 た だ し 、 一 部 
を 抜粋 する の で は な く この 注記 も 含め 完全 な 形 で 、 非 営利 か つ 無 
償 で 配布 し て くだ さい 。 それ 以外 の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー 
ルデン に 住む ジェ フリ ー・ ホ ッ プ の 書面 に よる 許可 が 必要 と な り ま 

す 。 
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